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▪主な内容▪
野菜が実りました（市民農園ファミリーガーデン）
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化
し
た
公
共
施
設
へ
の
対
応
、
地
域
経
済
対
策
な
ど
多
く
の
課
題
に
直
面
し

て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
人
口
減
少
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
市
が
有
す
る
歴
史
や
自
然
、

地
理
的
条
件
な
ど
を
生
か
し
た
観
光
や
交
流
の
推
進
に
取
り
組
み
、
交
流
人

口
や
定
住
人
口
の
増
加
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

市
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
で
安
心
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
引
き

続
き
災
害
や
犯
罪
に
強
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
元
気
に
生
き
生
き

と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
子
育
て
環
境
や
高
齢
者
対
策
、
健
康
・
医
療
の

施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
２
期
８
年
間
の
実
績
を
も
と
に
、

地
域
に
足
を
運
び
皆
さ
ん
と
の
対
話
に
努
め
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
、
着
実

に
成
長
す
る
ま
ち
を
目
指
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
市
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
無
投
票
に
よ
り
引
き
続
き
３

期
目
の
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
に
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
２
期
８
年
間
市
政
運
営
に
携
わ

り
、
「
市
民
と
の
連
携
」
「
魅
力
発
信
に
よ
る
活
性
化
」
「
持
続
可
能
な

市
政
運
営
」
を
基
本
理
念
に
し
、
北
広
島
市
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
や
市
民

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き
、
将
来
に
希
望
を
持
て
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
８
年
の
間
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
と
い
う
大

き
な
支
え
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

３
期
目
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
策
定
し
た
第

５
次
総
合
計
画
が
目
指
す
都
市
像
「
希
望
都
市
」
「
交
流
都
市
」
「
成
長

都
市
」
の
実
現
や
、
計
画
に
挙
げ
た
各
種
施
策
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　　

現
在
、
当
市
は
、
緩
や
か
な
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
老
朽

■問合せ　政策調整課（☎ 372-3311 内線 771）　
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市
長
就
任
あ
い
さ
つ

■問合せ　秘書課（☎ 372-3311 内線 714）



■問合せ　商業労働課（☎ 372-3311 内線 625）　
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故
ふ る

きを

赤毛伝説　中山久蔵展
　８月17日㈯・18日㈰　
　午前10時～午後６時
　芸術文化ホールギャラリー

　明治６年に中山久蔵翁が寒地稲作を成功させてから、今年で140年。
　北海道の稲作の礎を築いた偉業をたたえるとともに、挑む精神を未来へ引き継ぐため、記念事業
を行います。テーマは温故知新、故

ふる

きを温
たず

ねて新しきを知るです。

中山久蔵翁

赤毛伝説ミステリーバスツアー
　９月21日㈯

温
た ず

ねて
＊詳しくは、本紙９月１日号でお知らせ
します。

新しきを

久蔵祭（きゅうぞうさい）
　９月28日㈯
＊詳しくは、本紙９月15日号でお知ら
せします。

寒地稲作発祥記念シンポジウム
　８月18日㈰　午後２時～４時
　芸術文化ホール活動室
旧島松駅逓所夜間開放・ライトアップ
　９月21日㈯～28日㈯　午後５時～８時 知る



＊１　年齢や男女の違い、障がいの有無を問わずに利用できる施設・
製品・情報の設計のことをいいます。

　

現
在
の
本
庁
舎
は
、
昭
和
43
年
の
町
制
施
行

時
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
45
年
以
降
の
急
速
な
人
口
の

増
加
と
都
市
化
に
よ
り
、
ま
ち
の
整
備
や
事
務

市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

　
　
　
安
全
で
利
用
し
や
す
い
庁
舎
を

新
庁
舎
建
設

新
庁
舎
建
設

新
庁
舎
建
設

現
在
の
市
役
所
庁
舎
の
状
況

現在の
市役所庁舎の問題新庁舎建設による問題の解決

●庁舎の分散化を解消し、窓口をできる限り低層
階に集中させ、来庁者の利便性に配慮します
●窓口などはプライバシーに配慮した空間構成と
します

　　市民サービスの向上１１

●コミュニケーションがとりやすく、市民と行政
の一体感を生む場となるよう配慮します。各窓口
から各課に移動しやすい配置とします
●誰もが気軽に利用でき、集える、明るく開放的
な造りになるよう配慮します
●保健センターを整備し、市民の健康づくりを支
援します
●地域子育て支援センターを併設し、交流や育児
に関する相談・援助ができる場とします
●中央会館機能を維持し、市民の交流の場とします

　　市民サービスの充実２２

　
市
で
は
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
、
新
庁
舎
基
本
構
想
を
作
成
し
て
検
討
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
（
案
）
を
作
成
し
て
新
庁
舎
の
規
模
な
ど
の
具

体
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

④④広報 北広島－2013.8.1

　庁舎の分散による
　市民サービス機能
　の低下

１

　庁舎の老朽化によ
　る安全性の低下
３

　維持管理経費の増大４
　ユ

＊１

ニバーサルデザ
　インに関する問題
５

　情報化への対応６
　防災、危機管理対
　応の困難性
７

　執務環境の悪化８

　庁舎の狭あい化、
　複雑化による市民
　サービス機能の低下

２
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当
市
は
こ
れ
ま
で
、
人
口
の
急
増
に
よ
る
都

市
化
へ
の
対
応
の
た
め
、
住
環
境
の
整
備
、
教

育
・
福
祉
施
策
の
充
実
、
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
施
設
の
整
備
な
ど
を
優
先
し
て
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
庁
舎
は
老
朽
化
が
進
み
、
同
時
に
、

分
散
化
や
狭
あ
い
化
な
ど
の
問
題
や
安
全
面
で

の
課
題
を
抱
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い

た
だ
き
、
市
議
会
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

庁
舎
が
抱
え
る
問
題
の
根
本
的
な
解
決
に
は
、

新
庁
舎
建
設
の
必
要
性
と
意
義

応
急
措
置
的
な
対
応
で
は
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
業
務
に

処
理
が
増
加
し
、
49
年
に
第
２
庁
舎
、
54
年
に

第
３
庁
舎
を
建
設
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
58
年

に
は
第
２
庁
舎
、
平
成
３
年
に
は
第
３
庁
舎
を

増
築
し
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
は
民
間
施
設
を

借
り
上
げ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
庁
舎
全
体
が
６
箇
所
に
分
散
し

て
分
か
り
に
く
く
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
に
も

利
用
し
や
す
い
施
設
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
本
庁
舎
は
建
設
後
40
年
以
上
が
経
過

し
て
建
物
や
設
備
の
老
朽
化
が
進
み
、
維
持
管

理
経
費
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
耐
震
診
断
調
査

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
強
度
調
査
で
は
、
耐
震
補

強
の
必
要
性
や
強
度
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

応
じ
た
、
質
の

高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で

き
る
環
境
の
整

備
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

●省力化の機器や長寿命な設備の導入を行い、維
持管理経費の抑制を図ります
●建物の長寿命化に配慮しながら、太陽光などの
自然エネルギーを活用します。また、省エネルギ
ー化を推進して環境に与える負荷の少ない循環型
社会システムの構築を目指します

　　維持管理経費の抑制と
　　　　　　　　環境への配慮
４４

備を行います
●出入口・廊下・
階段・エレベータ
ーなどの移動空間
は、車いす利用者
や、高齢者、小さ
な子どもたちが安全に移動できるようバリアフリー
に配慮します
●庁舎内をスムーズに移動できるように配慮し、
エレベーターを適切に配置します

●誰もが利用しや
すく快適な庁舎と
するため、ユニバ
ーサルデザインの
理念に基づいて整

　　ユニバーサルデザインの導入５５

●耐震性能は、人命を安全に確保するほか、万が一
のときは、補修を最小限とする性能とします。ま
た、災害時においては施設の機能が維持されるこ
とを構造計画上の目標とします

　　安全性の向上３３

●災害警戒時や発生時に、防災対策・災害復興の
拠点とするため、災害対策本部を設置できる会議

　　防災・復興拠点としての
　　　　　　　　　機能の充実

室を整備します。情報の収集と発信、対応策の指
揮・伝達などに必要な設備を整備します
●停電や断水などに対
応できるよう配慮します
●情報収集・指令発信
機能は、情報管理の面
から十分なセキュリテ
ィーの確保に配慮します

７７

●情報管理や防犯対策などセキュリティーに配慮
します
●さまざまな人数や用途に対応可能な会議室、打
ち合わせスペースを確保します
●今後の組織改編や高度情報化社会の進展、事務
システムの変化に適応できる構成に配慮します

　　執務環境の改善８８

●行政サービスの向上、事務の効率化を推進する
ため、パソコンなどによる電子自治体の構築など
に対応できる庁舎として整備します
●市民の情報を守り、信頼性の高いサービスを提
供するため、高度なセキュリティー対策と個人情
報の保護対策をします
●災害時においても各種情報システムが保たれる
ように配慮します

　　情報化への対応６６

㈶消防科学総合センター資料から
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新
庁
舎
は
、
市
民
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
く

利
用
し
や
す
い
施
設
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
時
代
の
社
会
的
な
課
題
や
多
様

化
す
る
行
政
需
要
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
災
害
時
に
は
情
報
収
集

や
復
旧
・
復
興
活
動
の
拠
点
と
し
て
市
民
の
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
支
え
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

新
庁
舎
の
役
割

　

行
政
規
模
が
同
程
度
の
市
庁
舎
も
参
考
に
し

て
検
討
し
た
結
果
、
新
庁
舎
の
建
設
規
模
を
９

市名 建設年度 人口
（人）

庁舎の
職員数
（人）

延床面積
（㎡）

北海道石狩市 平成５年度 60,545 400 10,000

東京都福生市 平成20年度 59,164 388 10,228

愛知県みよし市 平成24年度 58,910 404 10,165

和歌山県紀の川市 平成24年度 67,192 412 13,455

北広島市 平成29年度（予定） 60,044 400 9,000～10,000

他市の庁舎規模（行政規模が同程度の事例）

＊２　新庁舎建設基本計画（案）上の数値です。
＊３　北広島市の延床面積には、保健センター、地域子育て支援センターなどを含み
ます。他市は庁舎部分だけの延床面積です。

＊２ ＊２ ＊３

　

さ
ら
に
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
な

ど
に
よ
り
環
境
へ

配
慮
す
る
こ
と
や

市
の
顔
と
な
る
施

設
と
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
に
果
た
す

役
割
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

長
期
間
に
わ
た
っ
て
使
用
し
て
い
く
公
共
施

設
で
あ
り
、
防
災
拠
点
や
市
民
交
流
の
機
能
な

ど
を
担
う
大
切
な
施
設
で
す
。

　

基
本
計
画
（
案
）
で
は
、
庁
舎
に
導
入
す
る

機
能
の
面
か
ら
も
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

新
庁
舎
の
規
模 

　これまでの新庁舎建設をめぐる検討結果や基本構想を踏まえ、５つの基本的な考え方に基づき新庁舎を
整備します。
　新庁舎建設でより良い市民サービスの提供と効率的な行政運営を目指します。

　　市民が親しみ、利用しやすい庁舎１
●市民ニーズに対応できる、利用しやすい
●誰もが利用しやすい、ひとにやさしい
●情報発信機能を持つ

　　社会情勢の変化に対応できる、
　　　　　長寿命で柔軟性の高い庁舎
２
●フレキシブル（柔軟）に対応できる
●維持管理しやすく長く愛される
●高度情報化に対応する

　　市民の安心・安全な暮らしを
　　　　　　　支える拠点となる庁舎
３
●防災拠点となる
●安全性が高い
●セキュリティーが確保されている

　　省エネルギー対策、
　　　　　　　　環境に配慮した庁舎
４
●環境に対して配慮されている
●自然エネルギーを有効利用する
●みどり豊かなまち並みの形成に役立つ

　　市民の交流が広がる庁舎５
●保健サービスを提供し、市民の健康づくりを
支援する場となる保健センター機能を持つ
●子育て中の親子が気軽に集い、交流や育児に
関する相談・援助がで
きる地域子育て支援セ
ンター機能を持つ
●市民の活動・交流の
場となる現在の中央会
館が有する機能を持つ 高崎市こども健診センターの例

青梅市市民ホールの例

庄原市窓口の例

新庁舎建設にあたっての考え方新庁舎建設にあたっての考え方

０
０
０
㎡
か
ら
１

０
０
０
０
㎡
と
し
、

来
庁
者
用
と
し
て

約
１
５
０
台
分
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
ま
す
。

　

ま
た
、
第
３
庁

舎
増
築
部
分
は
、

書
庫
、
倉
庫
な
ど

と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
庁
舎
の
一
部
を
使
用
す

る
な
ど
の
経
済
的
な
利
点
の
ほ
か
、
歴
史
的
な

背
景
、
他
の
公
共
施
設
と
の
位
置
関
係
、
交
通

の
利
便
性
な
ど
総
合
的
な
見
地
か
ら
、
現
庁
舎

の
敷
地
に
新
庁
舎
を
建
設
し
ま
す
。

新
庁
舎
の
位
置



■問合せ　庁舎建設推進課（☎ 372-3311 内線 899）

広報 北広島－2013.8.1　⑦

コンペ方式とは…複数の設計者から設計案を提出してもらい、最
も優れた設計案を選びその提案者を設計者に選定する方式

プロポーザル方式とは…複数の設計者に建築計画に対する考え方
など、技術力や経験を含めたプロポーザル（提案書）を提出して
もらい、その中から優れた提案を行った設計者を選ぶ方式

ＰＦＩ方式とは…公共施設の建設や運営などを民間企業の資金や
技術・能力を活用して行う方式

直営方式とは…市が、設計・建設・維持管理などの業務を委託や
請負契約する方式

リース方式とは…民間企業が設計・建設した施設を借りる方式
競争入札方式とは…市が提示した条件に最も安価な金額を提示し
た者に発注する方式

◆提出方法　
自由様式に住所・氏名・電話番号を記入し、直接か郵
送、ファクス、電子メールで提出してください
＊電話や口頭での意見は受け付けません。

◆計画案の閲覧場所　
庁舎建設推進課、各出張所、団地住民センター、エル
フィンパーク、図書館、中央公民館、夢プラザ
＊市のホームページ「パブリックコメント」からもご
覧になれます。

◆提出先
庁舎建設推進課（〒061‒1192住所不要・FAX372‒0888・
電子メールchousya＠city.kitahiroshima.hokkaido.
jp、内線899）
◆提出期限　
８月31日
＊寄せられた意見とそれに対する市の考え方は、９月
中旬に市のホームページ「パブリックコメント」で公
表します。

　

設
計
、
建
築
、
外
構
、
解
体
を
含
め
た
事
業

費
は
約
35
億
円
か
ら
45
億
円
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
備
品
、
機
器
類
の
移
設
・
更
新
、
引

っ
越
し
な
ど
や
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税

の
引
き
上
げ
も
見
込
む
と
、
全
体
の
事
業
費
は

約
40
億
円
か
ら
50
億
円
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
基
本
設
計
や
実
施
設
計
の
中
で
内
容

の
精
査
を
行
い
、
可
能
な
限
り
事
業
費
の
縮
減

に
努
め
ま
す
。

事
業
費 

Ｆ
Ｉ
方
式
、
リ
ー
ス
方
式
を
比
較
・
検
討
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
総
合
的
に
判
断
し
て
、
直

営
方
式
に
よ
り
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

理
由

●
事
業
費
の
縮
減
や
支
出
を
均
等
化
し
、
現
在

の
庁
舎
の
耐
震
強
度
の
低
下
に
よ
り
早
期
に
新

庁
舎
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る

●
設
計
段
階
で
市
の
考
え
や
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
し
や
す
い

●
地
元
企
業
の
参
入
が
し
や
す
い

●
将
来
の
社
会
情
勢
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

　

一
般
的
に
採
用
さ
れ
て
い
る
直
営
方
式
、
Ｐ

事
業
手
法 

新
庁
舎
の
整
備
概
要

　

現
在
の
敷
地
に
建
設
し
ま
す

１２
　

保
健
セ
ン
タ
ー
、
地
域
子
育
て
支

　

援
セ
ン
タ
ー
が
入
る
複
合
庁
舎
と

　

し
、
中
央
会
館
機
能
も
整
備
し
ま
す

３
　

規
模
は
、
９
０
０
０
〜
１
０
０
０

　

０
㎡
を
基
本
と
し
ま
す

４
　

総
事
業
費
は
、
40
〜
50
億
円
と
し

　

ま
す

建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
25
年
度

26
年
度

27
年
度
〜

29
年
度

基
本
計
画
（
案
）
の
作
成

基
本
計
画
（
案
）
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

基
本
計
画
決
定

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る

設
計
者
の
選
考

基
本
設
計
の
実
施

実
施
設
計
の
実
施

工
事
開
始
予
定

庁
舎
の
完
成
、
利
用
開
始
予
定

　

競
争
入
札
方
式
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
、
コ

ン
ペ
方
式
を
比
較
・
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
事
業
を
行
う

設
計
者
の
選
定
方
法 

こ
と
と
し
ま
す
。

理
由

●
事
業
の
透
明
性

●
公
平
性
の
確
保

●
設
計
段
階
で
の
柔
軟
性

●
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
や
す
い

　

財
源
は
地
方
債
に
よ
る
借
入
金
や
、
庁
舎
建

設
基
金
（
平
成
24
年
度
末
残
高
12
億
２
０
０
０

財
源 

　

財
政
状
況
の
見
通
し
と
し
て
は
、
市
政
施
行

前
後
に
行
わ
れ
た
Ｊ
Ｒ
北
広
島
駅
周
辺
整
備
事

業
な
ど
の
借
入
金
の
返
済
額
が
減
少
す
る
た
め
、

新
た
に
借
り
入
れ
を
行
っ
て
も
、
毎
年
の
返
済

額
は
、
現
在
の
水
準
を
維
持
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　

今
後
も
、
新
庁
舎
建
設
を
含
め
た
公
共
施
設

の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
将
来
の
財
政
運
営
へ

の
影
響
を
見
据
え
、
計
画
的
な
事
業
の
推
進
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
財
政
運
営

万
円
）
を
活
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
財
源
確
保
の
た
め
の
方
法

と
し
て
国
庫
補
助
金
な
ど
の
活
用
も
検
討
し
ま
す
。

新庁舎建設基本計画（案）へ意見をお寄せください新庁舎建設基本計画（案）へ意見をお寄せください



　
ま
つ
り
で
触
れ
合
い

　

７
月
14
日
、
ワ
ク
ワ
ク
公
民
館

子
ど
も
ま
つ
り
の
会
場
に
け
ん
玉

や
こ
ま
回
し
を
教
え
る
太
田
寅
男

さ
ん
の
姿
が
あ
っ
た
。
子
ど
も
た

ち
が
け
ん
玉
の
皿
の
上
に
玉
を
乗

せ
る
と
「
や
っ
た
ね
、
大
成
功
だ

ね
」
。
優
し
く
笑
い
か
け
た
。

　

「
こ
ま
回
し
も
教
え
て
」
と
次

々
に
声
が
掛
か
る
。
上
手
に
回
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
子
は
、
満
足
そ

う
な
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

　
昔
遊
び
を
広
め
る

　

芦
別
市
で
育
っ
た
太
田
さ
ん
は

現
在
75
歳
。
「
昔
は
炭
鉱
産
業
が

盛
ん
で
、
子
ど
も
も
多
か
っ
た
ん

で
す
。
毎
日
友
達
と
け
ん
玉
や
め

ん
こ
、
ビ
ー
玉
な
ど
で
遊
ん
で
い

ま
し
た
よ
」と
懐
か
し
そ
う
に
話
す
。

　

大
学
に
進
学
し
、
卒
業
後
は
中

学
校
の
教
師
に
な
っ
た
。
道
内
各

地
を
転
勤
し
、
平
成
11
年
３
月
に

定
年
退
職
。
北
広
島
に
は
そ
の
こ

ろ
移
り
住
ん
だ
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
年
に
、
中
央
公

民
館
で
小
・
中
学
生
が
実
行
委
員

と
な
り
、
企
画
・
運
営
を
行
う
子

ど
も
ま
つ
り
が
始
ま
っ
た
。
昔
自

分
が
楽
し
ん
だ
遊
び
を
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
に
も
教
え
た
い
と
、

活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
で
も
け
ん
玉
は
、
難
易
度
の

高
い
技
を
習
得
す
る
と
昇
級
や
昇

段
も
で
き
て
、
奥
が
深
い
の
だ
と

話
す
。
最
初
に
簡
単
な
技
を
見
せ

て
、
さ
ら
に
難
し
い
技
を
見
せ
る

と
み
ん
な
に
驚
か
れ
る
そ
う
。
教

え
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
も
新
し
い

技
を
ど
ん
ど
ん
成
功
さ
せ
、
夢
中

に
な
っ
て
い
く
。

　

「
昔
遊
び
は
自
分
の
技
を
確
か

め
な
が
ら
、
対
戦
相
手
と
勝
負
し

ま
す
。
そ
う
す
る
と
相
手
を
尊
重

す
る
気
持
ち
が
育
ち
ま
す
」
。

　

ま
つ
り
を
支
え
て

　

ま
つ
り
が
10
年
目
に
差
し
掛
か

っ
た
こ
ろ
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

状
況
に
な
っ
た
。実
行
委
員
の
小
・

中
学
生
た
ち
が
忙
し
く
な
り
、
な

か
な
か
作
業
に
出
ら
れ
な
く
な
っ

た
こ
と
な
ど
が
原
因
だ
っ
た
。
太

田
さ
ん
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
み
に
し
て
い
る
ま
つ
り
の

灯ひ

を
消
し
た
く
な
い
と
、
実
行
委

員
長
を
引
き
受
け
た
。
そ
の
後
、

委
員
の
努
力
で
ス
タ
ッ
フ
も
集
ま

る
よ
う
に
な
り
、
存
続
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

今
年
も
子
ど
も
た
ち
と
、
の
ぼ

り
作
り
や
景
品
の
準
備
な
ど
の
作

業
を
春
か
ら
始
め
、
無
事
開
催
に

こ
ぎ
着
け
た
。
当
日
は
多
く
の
親

子
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

子
ど
も
か
ら
元
気
を
も
ら
う

　

ま
つ
り
で
は
、
自
分
の
希
望
し

て
い
な
い
仕
事
を
任
さ
れ
、
つ
ま

ら
な
さ
そ
う
に
し
て
い
る
子
が
い

る
こ
と
も
あ
る
。そ
ん
な
時
は「
自

分
た
ち
の
ま
つ
り
な
ん
だ
か
ら
笑

顔
で
や
ろ
う
ね
」と
励
ま
す
そ
う
。

子
ど
も
に
共
感
し
、
褒
め
る
。
し

か
し
、
駄
目
な
こ
と
は
駄
目
と
し

っ
か
り
諭
す
。
遊
び
を
通
し
て
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
教
え
る
様
子
に
、

教
師
だ
っ
た
こ
ろ
の
姿
が
垣
間
見

ら
れ
た
。

　

「
ま
つ
り
の
仕
事
を
通
し
て
、

学
校
や
学
年
の
違
う
子
ど
も
た
ち

が
協
力
す
る
姿
に
は
感
動
し
ま
す
。

大
き
な
子
が
小
さ
い
子
に
教
え
る

な
ど
、
成
長
す
る
様
子
を
見
る
こ

と
も
大
き
な
喜
び
で
す
。
こ
の
純

粋
な
心
を
伸
ば
し
て
あ
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
が
社
会
を
明
る

く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
い
い

で
す
ね
」
。

　

地

域

の

た

め

に

　

太
田
さ
ん
は
も
う
一
つ
地
域
の

た
め
に
続
け
て
い
る
仕
事
が
あ
る
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
ト
ロ
ー

ル
員
だ
。
暑
い
日
も
、
雪
の
降
る

日
も
早
朝
か
ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
巡
回
し
、
ご
み
の
出
し
方
を

指
導
し
て
い
る
。

　

地
域
の
た
め
に
積
極
的
に
働
き

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
成

長
の
た
め
尽
く
し
て
い
る
太
田
さ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
昔
遊
び
で
交
流

を
広
げ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

おおた・とらお
共栄町在住。
ワクワク公民館子どもまつりな
どで昔遊びを教えている。５年
前に、子ども実行委員をサポー
トする実行委員長を引き受け、
指導している。

　　　昔遊びで交流を広げる

太田　寅男さん

ワクワク公民館子どもまつりで、けん玉を教える太
田さん。子どもたちの表情も真剣だ

⑧広報 北広島－2013.8.1



　

大
曲
東
小
学
校
は
、
全
学
年
と
て
も
仲
が
良
く
、
元

気
な
学
校
で
す
。
だ
か
ら
児
童
会
の
各
委
員
会
は
、
い

ろ
い
ろ
な
企
画
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
あ
い
さ
つ
運
動
で
す
。
書
記
局
や
生
活

委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
玄
関
や
校
門
前
で
あ
い
さ

つ
を
広
げ
て
い
こ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
募
金
活
動

や
書
き
損
じ
は
が
き
回
収
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ン
グ
プ
ル
や
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
集
め
も
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
毎
週
金
曜
日
に
リ
ン
グ
プ
ル
や
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
て
き
て
も
ら
う
１
キ
ャ
ッ
プ
１
プ

ル
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
全
校
遊
び

や
仲
良
し
ラ
ン
チ
、
雑
巾
タ
イ
ム
ア
タ
ッ
ク
な
ど
、
み

　
〝
ま
ち
を
好
き
に
な
る
市
民
大
学
Ｏ
Ｂ
会
〞

の
ガ
イ
ド
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
は
、
昨
年
４

月
か
ら
ガ
イ
ド
を
始
め
、
現
在
13
人
で
活
動

中
。
主
な
活
動
は
旧
島
松
駅
逓
所
の
現
地
案

内
や
、
北
広
島
の
自
然
・
歴
史
遺
産
な
ど
を

巡
る
、
「
お
っ
」
と
発
見
！　

北
広
島
の
宝

物
探
し
バ
ス
ツ
ア
ー
の
案
内
で
す
。
「
ま
ち

を
好
き
に
な
る
市
民
大
学
で
北
広
島
の
歴
史

な
ど
を
学
習
し
、
そ
の
中
か
ら
ガ
イ
ド
を
や

り
た
い
仲
間
が
集
ま
り
ま
し
た
。
バ
ス
ツ
ア

ー
参
加
者
の
中
に
は
歴
史
に
詳
し
い
方
が
い

て
、
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
勉
強
に
な

り
ま
す
。
こ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
昨
年
も
行
っ

て
い
て
、
何
回
参
加
し
て
も
飽
き
ら
れ
な
い

よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
」
と
ガ
イ
ド
グ
ル

ー
プ
の
村
井
明
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ん
な
が
楽
し
ん
で
参
加
し

た
り
、
違
う
学
年
同
士
が

交
流
し
た
り
す
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

な
企
画
を
通
し
、
友
達
の

輪
が
広
が
り
、
あ
い
さ
つ

が
響
く
学
校
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
の
前
に
は
必
ず
下
見

に
行
き
ま
す
。
時
間
な
ど
計
画
通
り
進
む

か
、
実
際
に
コ
ー
ス
を
回
り
ま
す
。
「
こ

こ
で
チ
ャ
シ
の
話
を
し
て
は
」
と
市
教
委

文
化
課
の
畠
主
任
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
メ
モ
を
取
る
こ
と
も
―
。
今
ま
で
学
習

し
た
こ
と
や
下
見
で
気
付
い
た
こ
と
な
ど

を
基
に
原
稿
を
書
き
、
ツ
ア
ー
で
披
露
し

ま
す
。

　

バ
ス
ツ
ア
ー
当
日
は
広
島
神
社
の
石
碑

な
ど
を
見
学
。
次
に
東
記
念
館
と
中
央
公

民
館
で
郷
土
資
料
や
ク
ロ
ス
ラ
ミ
ナ
な
ど

の
説
明
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
防
災
セ

ン
タ
ー
や
西
の
里
の
「
み
な
女じ

ょ

地
蔵
」
を

見
学
し
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
店
で
一
休
み
。
最

後
に
自
転
車
の
駅
に
行
き
ま
し
た
。
バ
ス

の
車
内
で
は
、
囚
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て

掘
削
さ
れ
た
と
い
う
共
栄
に
あ
る
排
水
路

「
ア
オ
ン
ボ
川
」
や
、
大
蛇
を
祭
っ
た
と

い
う
北
の
里
に
あ
る
「
大
蛇
神
社
」
の
言

い
伝
え
な
ど
を
話
し
、
参
加
者
の
印
象
に

残
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
北
広
島
の
歴
史
や
名
所
な

ど
を
広
め
る
活
動
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

ツアー当日、クロスラミナ（斜交層
理）について説明します

ツアー当日、「みな女地蔵」を囲ん
で話をします

ま
ち
を
好
き
に
な
る
市
民
大
学
Ｏ
Ｂ
会

あいさつ運動の様子

大曲東小学校６年

後藤嶺志さん
（児童会長）

＊チャシ…アイヌ語で「砦
とりで

」などを意味するといわれている。

＊

下見の出発前に、念入り
に打ち合わせをします

⑨ 広報 北広島－2013.8.1　



受診しましょう

　

よ
り
多
く
の
方
に
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
も

ら
う
た
め
、
北
海
道
対
が
ん
協
会
（
札
幌
市
東

区
北
26
条
東
14
丁
目
１
）
で
実
施
し
ま
す
。

◆集団検（健）診の日程など

＊３　受付時間は次のとおりです。①7:00～7:45  ②8:00～8:45  ③9:00～9:45  ④10:00～10:45
＊４　定員の（　）は、国保30歳代健診 ･国保の特定健診と後期高齢者健診が受診できる人数です。

　

検
診
の
種
類
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

＊１  喀
かくたん

痰検査が受けられます。住民税課税世帯は800円、非課税
世帯と70歳以上は200円の追加料金が掛かります。
＊２  ９月22日以降の日程で受けられます。

＊１

◆検（健）  診会場行きのバスの時刻表

運行日 会場 乗車場所 発車時刻 帰り

９　月
22日㈰

中央会館
（市役所隣）

農民研修
センター 6:30 8:30

随時、運
行します

大曲会館  6:45 8:45

西の里会館  7:30 9:30

23日㈪ 団地住民
センター

農民研修
センター 6:30 8:30

大曲会館 6:45 8:45

西の里会館   7:30 9:30

検（健）診の受付時間 ①7:00
～7:45

②8:00
～8:45

③9:00
～9:45

　

西
部
・
大
曲
・
西
の
里
地
区
か
ら
検
（
健
）

9
月
22
日
・
23
日
に
検
（
健
）
診

会
場
行
き
の
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

日
曜
検
（
健
）
診
を
実
施
し
ま
す

検
診
車
に
よ
る
市
内
集
団
検
診

受
付
時
間
・
検
（
健
）
診
の
種
類
と
、
生
活
保

護
世
帯
の
方
は
「
無
料
」
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
は
「
非
課
税
」
と
記
入
し
、
市
役
所
健

康
推
進
課
（
〒
061
〜
１
１
９
２
住
所
不
要
）

　

電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
希
望
す
る
会
場
・
日
程
・

郵
送

申
込
方
法

申
込
期
限　

　

８
月
15
日

市
役
所
健
康
推
進
課
か
各
出
張
所
、

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー
、
エ
ル
フ
ィ
ン

直
接

パ
ー
ク
で
受
け
付
け
ま
す

診
会
場
ま
で
の
巡
回
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　

乗
車
を
希
望
す
る
方
は
、
が
ん
検
（
健
）
診

の
申
込
時
に
併
せ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

種類 対象（年齢は
受診日現在）

受診料（自己負担額）

住民税課税世帯 住民税非課税世帯か70歳以上
胃がん（胃バリウム）35歳以上 1,500円  500円
大腸がん（便の検査）40歳以上  700円  200円
肺がん
  （胸部レントゲン）

40～64歳 400円 100円
65歳以上 無料

前立腺がん
（PSA（血液）検査） 40歳以上の男性  600円  200円

エキノコックス症 小学３年以上 無料

広報 北広島－2013.8.1 ⑩

◆集団検診の種類など

＊２

＊２

日程 受付時間 会場 定員 検（健）診の種類
８月　31日㈯ ①・②・③ 大曲会館 105人

胃がん、大腸がん、肺がん

９月　１日㈰
①・②・③・④

団地住民センター
140人

    ２日㈪ 中央会館（市役所隣）

   ３日㈫
①・② 西の里会館 70人

④ 農民研修センター 35人

    22日㈰
①・②・③

中央会館（市役所隣）
105人
（75人）

胃がん、大腸がん、肺がん、前立腺
がん、エキノコックス症、国保30歳
代健診､ 国保の特定健診 、後期高齢
者健診

    23日㈪ 団地住民センター

＊３ ＊４
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＊７

＊７  体部検診が受けられます。住民税課税世帯は700円、非課税世帯
と70歳以上は200円の追加料金が掛かります。

検診の種類 対象
 （年齢は受診日現在）

受診料（自己負担額）

住民税課税世帯 住民税非課税世帯か70歳以上

乳がん
  （視触診とマン
モグラフィー）

40歳以上で平成24年
度未受診の女性
（２年に１回）

40～49歳
＝1,900円
50～69歳
＝1,600円

40～49歳
＝600円
50歳以上
＝500円

子宮がん 
 （けい部）

20歳以上で平成24年
度未受診の女性
（２年に１回）

1,500円 500円

◆乳がん、子宮がんの受診料

受
診
会
場
を
「
北
海
道
対
が
ん
協
会
」
、
生
活

保
護
世
帯
の
方
は
「
無
料
」
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は
「
非
課
税
」
と
記
入
し
、
市
役
所

健
康
推
進
課
（
〒
061
〜
１
１
９
２
住
所
不
要
）

　

電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
検
（
健
）
診
の
種
類
と
、

郵
送

受
診
日
の
予
約
方
法

　

申
し
込
み
後
、
受
診
券
が
届
き
ま
す
。
届
い

た
ら
受
診
券
の
記
載
に
従
っ
て
北
海
道
対
が
ん

協
会
に
受
診
日
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん
、
前
立
腺
が

ん
の
受
診
料
は
10
ペ
ー
ジ
の
集
団
検
診
の
種
類

　

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
40
歳
以
上
の
方
が

対
象
で
す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

学
校
や
職
場
で
受
診
で
き
る
方
、
妊
娠
し
て

い
る
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

種類
対象

（年齢は受
診日現在）

受診料（自己負担額）

住民税
課税世帯

住民税
非課税世帯

肺がん 40～64歳 400円 100円

結核と
肺がん 65歳以上 無料

＊喀痰検査が受けられます。住民税課税世
帯は800円、非課税世帯と70歳以上は200
円の追加料金が掛かります。

◆巡回結核・肺がん検診の種類など

どの会場でも受診できます

◆巡回結核・肺がん検診の日時・会場
日程 時間 会場

 ８ 月
21日㈬

９ : 30～10：25
10 : 40～11 : 30
13 : 00～14 : 00
14 : 20～15 : 30

西の里公民館前（西の里南 1）
西の里団地集会所前（西の里北５）
西の里きらきら保育園前（西の里北２）
西の里白樺会館前（西の里東３）

22日㈭

９ : 30～10 : 40
11 : 00～11 : 30
13 : 00～13 : 50
14 : 10～15 : 30

東共栄会館前（東共栄２）
共栄会館前（共栄町４）
稲穂南会館前（稲穂町西７）
中央会館前（市役所隣）

23日㈮
９ : 30～10 : 20
10 : 40～11 : 30
13 : 00～15 : 30

富ヶ岡会館前（新富町東２）
双葉小学校前（若葉町３）
団地住民センター前（泉町１）

26日㈪

９ : 30～10 : 20
10 : 40～11 : 30
13 : 00～13 : 50
14 : 10～15 : 20

すずらん保育園前（高台町７）
第１住区集会所前（広葉町２）
第２住区集会所前（青葉町３）
第４住区集会所前（緑陽町１）

27日㈫

９ : 30～10 : 20
10 : 40～11 : 30
13 : 00～14 : 00
14 : 30～15 : 30

北進町団地集会所前（北進町２）
広葉中学校前（広葉町５）
第３住区集会所前（里見町４）
東記念館前（朝日町５）

28日㈬

９ : 30～10 : 20
10 : 35～11 : 30
13 : 00～14 : 00
14 : 20～15 : 30

大曲北鈴会館前（大曲緑ヶ丘１）
のぞみ野・東栄会館前（大曲末広３）
大曲柏葉台会館前（大曲柏葉２）
大曲会館前（大曲中央２）

29日㈭

９ : 30～10 : 15
10 : 30～11 : 30
13 : 00～13 : 40
14 : 00～15 : 30

大曲光の街会館前（大曲光２）
南ヶ丘会館前（大曲南ヶ丘４）
希望ヶ丘会館前（希望ヶ丘５）
農民研修センター前（輪厚中央４）

　　　　　〈がん検診について〉健康推進課（☎ 372-3311 内線 807）　
■問合せ　〈国保30歳代健診 ･国保の特定健診について〉国保医療課特定健診担当（☎ 372-3311 内線 693）
　　　　　〈後期高齢者健診について〉国保医療課医療給付担当（☎ 372-3311 内線 730）　

日曜検診を利用してください

公益財団法人北海道対がん協会
診療放射線技師　
松井麻未さん（左）と宮崎杏さん（右）

　平日は仕事や家事、介護などで忙し
い方のために実施します。

　レディース検診
の日には、乳がん
検診のマンモグラ
フィーは私たちが
撮影します。
　ぜひ、受診して
ください。

な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん

の
受
診
料
は
左
の
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
の
受
診

料
の
と
お
り
で
す
。　

申
込
方
法

市
役
所
健
康
推
進
課
か
各
出
張
所
、

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー
、
エ
ル
フ
ィ
ン

直
接

パ
ー
ク
で
受
け
付
け
ま
す

広報 北広島－2013.8.1⑪

＊７

日程 時間 検（健）診種類
８月25日㈰

８ : 30

10：30

胃がん
大腸がん
肺がん
乳がん
子宮がん

前立腺がん
９月22日㈰ レディース検診

10月27日㈰ 前立腺がん、国保の特定
健診、後期高齢者健診

11月24日㈰ レディース検診
12月15日㈰

前立腺がん平成26年
１月26日㈰

２月９日㈰ 前立腺がん、国保の特定
健診、後期高齢者健診

２月23日㈰ 前立腺がん３月23日㈰
＊６  受診する方を女性に限定した検診日です。

◆日曜検（健）診の日時と検（健）診種類

〜

＊６

＊６
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国民健康保険の被保険者証が
　　　　　　　　　使える場合

国民健康保険の被保険者証が
　使えない場合（全額自己負担）

●打撲、捻挫、肉離れなど
●医師の同意のある骨折・不全
骨折・脱臼の施術
●応急処置で行う骨折・不全骨
折・脱臼の施術（応急処置後の
施術には、医師の同意が必要です）
●負傷原因がはっきりしている
筋違い、ぎっくり腰など

●慢性的な肩こりや筋肉疲労
●スポーツによる筋肉疲労・筋
肉痛
●神経痛、リウマチ、五十肩、
関節炎、ヘルニアなどが原因の
痛みやこり
●脳疾患後遺症などの慢性病
●症状の改善が見られない長期
の施術
●保険医療機関（病院、診療所
など）で同じ負傷などを治療中
●労災保険が適用される仕事中
や通勤途上の負傷

　

次
の
資
格
に
該
当
す
る
方
は
、
通
院
費
の
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

資
格

　

　

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
、
子
ど
も
医
療
の
受
給
者
で
、
慢
性
的

な
疾
患
な
ど
の
通
院
に
掛
か
る
費
用
が
年
間
１

万
２
０
０
０
円
を
超
え
る
方

＊
付
添
人
の
交
通
費
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

＊
慢
性
的
な
疾
患
な
ど
と
は
、
特
定
疾
病
（
人

工
透
析
が
必
要
な
慢
性
腎
不
全
、
血
友
病
、
血

液
凝
固
因
子
製
剤
の
投
与
が
原
因
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
症
）
、
国
や
道
が
定
め
る
特
定
疾
患
、
ウ
イ

ル
ス
性
肝
炎
防
止
対
策
・
橋
本
病
重
症
患
者
対

策
事
業
の
疾
患
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
、
自
立

支
援
法
の
医
療
に
該
当
す
る
障
が
い
を
言
い
ま
す
。

助
成
額

　

　

１
万
２
０
０
０
円
を
超
え
た
額
（
上
限
２
万

４
０
０
０
円
）

＊
公
共
交
通
機
関
を
使
用
し
た
場
合
は
実
費
で
す
。

＊
タ
ク
シ
ー
の
場
合
は
領
収
書
が
必
要
で
す
。

＊
自
家
用
車
は
１
㎞
当
た
り
37
円
で
計
算
し
ま
す
。

助
成
対
象
期
間
と
支
払
方
法

　
毎
年
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31
日
ま
で
の

１
年
間
分
を
10
月
末
に
支
払
い
ま
す
。 

（
今
年

の
８
月
か
ら
の
対
象
分
は
平
成
26
年
10
月
に
支

払
い
ま
す
）

必
要
書
類

　

　

各
医
療
費
受
給
者
証
、
特
定
疾
病
等
受
療
証
、

交
通
費
の
明
細
と
領
収
書
、
医
療
機
関
に
か
か

っ
た
こ
と
が
分
か
る
領
収
書
か
明
細
書
、
印
鑑
、

銀
行
な
ど
の
口
座
情
報

申
請
方
法

　

　

必
要
書
類
を
添
え
て
、
平
成
25
年
９
月
２
日

ま
で
に
、
国
保
医
療
課
か
各
出
張
所
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　
平
成
24
年
度
の
対
象
者
で
、
改
正
後
の
資
格

に
該
当
し
な
く
て
も
１
年
間
の
経
過
措
置
が
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

重度心身障がい者・ひとり親
家庭等・子ども医療の受給者

　

市
で
は
、
療
養
費
支
給
申
請
書
の
内
容
（
施

術
内
容
）
を
確
認
す
る
た
め
、
被
保
険
者
に
照

会
文
書
を
送
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

照
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
回
答
書
の
記
入
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国民健康保険

■問合せ　〈国保について〉国保医療課国保給付担当（☎ 372-3311 内線 658）　
　　　　　〈重度心身障がい者医療などについて〉国保医療課医療給付担当（☎ 372-3311 内線 663）　

意のある
脱臼の施術
急処置で行う骨折・不
脱臼の施術（応急処置後
には、医師の同意が必要で
傷原因がはっきりしてい
い、

経痛、リウマチ、五十
ヘルニアなどが原
り
遺症など
改善が見られ

険医療機関（病院、診
で同じ負傷などを治

　

柔
道
整
復
師
（
整
骨
・
接
骨
院
）
の
施
術
を

受
け
る
場
合
、
国
保
の
被
保
険
者
証
が
使
え
る

場
合
と
使
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

被
保
険
者
証
が
使
え
る
の
は
、
外
傷
性
の
負

傷
の
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

◆
柔
道
整
復
師
（
整
骨
・
接
骨
院
）
に
か
か
る

際
の
注
意
事
項

１
負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う

　

ど
の
よ
う
な
原
因
で
負
傷
し
た
か
を
柔
道
整

復
師
に
正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
外
傷
性
の
負

傷
で
な
い
場
合
や
、
負
傷
原
因
が
労
働
災
害
や

通
勤
災
害
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
被
保
険
者

証
は
使
え
ま
せ
ん
。

２
療
養
費
支
給
申
請
書
の
内
容
を
確
認
し
て
か

ら
、
委
任
欄
に
署
名
し
ま
し
ょ
う

　

施
術
内
容
を
確
認
し
た
利
用
者
の
署
名
か
押

印
が
あ
る
場
合
だ
け
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
柔

道
整
復
師
（
整
骨
・
接
骨
院
）
に
療
養
費
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

　

申
請
書
に
書
か
れ
て
い
る
負
傷
名
や
施
術
内

容
、
回
数
、
支
払
っ
た
金
額
な
ど
内
容
を
確
認

し
て
か
ら
委
任
欄
に
署
名
し
ま
し
ょ
う
。

３
領
収
書
は
、
必
ず
受
け
取
り
ま
し
ょ
う

　

領
収
書
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
際
の
医

療
費
控
除
の
と
き
に
必
要
に
な
り
ま
す
。
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
か
ら
照
会
文
書
や
医
療
費
通
知
が
届
い
た

ら
、
実
際
に
支
払
っ
た
額
と
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
金
額
な
ど
に
相
違
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必

ず
国
保
医
療
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

施
術
内
容
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
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　　　　　　　これは、夕食を家族そろって食べる市内の小・
　　　　　　中学生の割合です。家族そろって食卓を囲む機会
が減少しています。
　また、過度なダイエットをしたり、偏った食生活から生活習
慣病が増加したり…。いま、食文化や家庭で受け継がれてきた
食生活が失われつつあります。一方、食べ残しや賞味期限切れ
などで、食べ物が捨てられてしまっています。
　皆さん、もう一度「食」について見つめ直してみませんか。

広報 北広島－2013.8.1⑬

■問合せ　健康推進課（☎ 372-3311 内線 808）

妊娠期
　おなかの赤ちゃんを健康に育てる
ため、薄味を心掛け、バランスよく
１日３食の規則正しい食生活をしま
しょう

乳・幼児期（０～５歳）
　朝・昼・晩の食習慣を身に付け、
楽しく食べましょう

学齢期（６～15歳）
　規則正しい生活リズムを身に付け
ましょう。食事作りなどの手伝いを
通して、食べることの大切さを知り、
食に関わる人や物に感謝しましょう

青年期（16～24歳）
　肥満やダイエット志向が見られて
くる時期です。食べ物を選ぶ力、食
事を作る力を身に付けましょう

壮・中年期（25～64歳）
　肥満や糖尿病など、生活習慣病の
予防に努めましょう。食事に、あと
１品野菜をプラスしましょう　

高齢期（65歳以上)
　家族や友人との食事を楽しみ、食
文化を次世代に伝えましょう

●健康と食に
関する健康相
談や指導、講
演会の実施

■農業
●農業を通して食への関心を高め
てもらう取り組み
●地産地消の推進

■現状と目標

■教育
●学校給食を通した取り組み
●各教科や総合的な学習の時間な
どにおける取り組み

■保健・福祉
●保育園や子
育て支援セン
ターにおける
食育の実施

　秋ごろ、学校給食用にジャガイモやニン
ジン、ダイコンを提供します。市内の全小
学校に、５回分です。提供する野菜は、全
て有機栽培。除草剤を使わないので、雑草
は手で取らなければなりません。畑は広い
ので、手間が掛かります。
　給食のときには、子どもたちに野菜作り
の話もします。子どもたちや地元の方に、
おいしい野菜を味わってもらいたいですね。

おいしい野菜を
味わってもらいたい

タクムガーデン（輪厚）
佐々木透さん

◆北広島市の主な取り組みと目標◆できることから
　　　　　始めましょう

54％

＊現状は、小・中学生はＨ21食生活に関するアンケート、18歳以上はＨ23北広島市
食育推進計画アンケートによります。目標は、平成28年度までに達成を目指します。

現状 目標

夕食を家族そろって食べる小・中学生 54％ 朝食や夕食を家族と一緒
に食べる回数＝週10回

朝食を毎日食べる 85％ 小・中学生＝100％
18歳以上＝90％

生活習慣病を予防するための食事、運
動などを継続的に実践している 29％ 50％

道内産の野菜をよく購入する 58％ 70％

■環境
●省エネや、できるだけごみを出
さない調理方法などの普及

食育の輪を広げよう！

　食生活に関する知識や、自分に合った食べ物を
選ぶ力を身に付け、健やかに生活できる人を育て
ることをいいます。
例えば…　料理や食材の知識を学ぶこと　
　　　　　健康のためにバランスよく食べること
　　　　　食事のマナーを学ぶこと　
　　　　　食への感謝の気持ちを育むこと

「食育」って何だろう？
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＊特に記載がない事業は、原則無料です。申し込みが必要で特に指定がない
場合は、発行日以降、各施設の最初の開庁・開館日からの受け付けです。

　北広島国際交流協議会では、平成３年から
カナダ・サスカツーン市と交流を進めていま
す。今年は市内の高校生６人と引率指導者２
人が訪問しました。参加した高校生の感想を
紹介します。

８
月
は
食
品
衛
生
月
間

食
中
毒
に
ご
注
意
を
！

　

こ
の
時
期
は
食
中
毒
が
多
発
し
ま
す
。

　

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
、
手
洗
い

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
予
防
の
三
原
則

は
、
食
中
毒
菌
を
「
つ
け
な
い
、
ふ
や

さ
な
い
、
や
っ
つ
け
る
」
で
す
。

◆
街
頭
啓
発
の
実
施

日
時　

８
月
３
日
㈯　

午
後
１
時
か
ら

会
場　

Ｊ
Ｒ
北
広
島
駅
東
口

問
合
せ　

千
歳
地
方
食
品
衛
生
協
会（
☎

０
１
２
３
〜
23
〜
０
６
１
９
）

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
か
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
中
学
生
以
上

日
時　

８
月
19
日
㈪　

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

消
防
本
部
防
災
研
修
室

問合せ　北広島国際交流協議会事務局（市教委社会教育課内・内線895）

内
容　

基
礎
的
な
応
急
手
当
て

定
員　

先
着
30
人

申
込
み　

８
月
12
日
ま
で
に
消
防
署（
☎

373
〜
２
３
２
２
）

児
童
扶
養
手
当

　

受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
、
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
８
月
上
旬
に

市
か
ら
書
類
を
送
付
し
ま
す
。
必
要
事

項
を
記
入
し
、
９
月
２
日
ま
で
に
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。提
出
し
な
い
と
、

８
月
分
以
降
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父

や
母
、
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
事
由　

●
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し

た　

●
父
か
母
が
死
亡
し
た　

●
父
か

母
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
る　

●
父
か

母
の
生
死
が
不
明　

●
父
か
母
か
ら
１

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る　

●
父
か
母

が
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に
よ
り
裁
判
所

か
ら
保
護
命
令
を
受
け
た　

●
父
か
母

が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る　

●
婚

姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た　

＊
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

●
児
童
が
、
父
か
母
の
公
的
年
金
の
加

★ＥＡＬクラスについて
　　　　　　　　　　北広島高校３年　髙橋寿徳さん
　ＥＡＬ（英語を母国語としない方の）クラスでは、
コミュニケーションを図ろうとする積極的な姿勢を示
すことの重要さを教わりました。

★エーデンボーマン高校での交流
札幌東高校３年　石田美結さん

　自国の魅力についてあらためて気付かされることが
あり、とても充実した時間を過ごすことができました。

★小学校でのプレゼンテーション
札幌東高校３年　福嶋優衣さん

　終わった後の小学生の感想で、「楽しかった！」と
たくさん書いてあり、とてもうれしかったです。

★ワヌスケウィン・ヘリテージ公園
札幌白石高校２年　原田亜耶さん

　インディアン文化について学べる博物館のようなと
ころでした。昔の文化を知ることも大事なことだなと
今回の体験を通して感じました。

★カナダでの生活
北広島高校２年　中村紗和子さん

　たくさんの貴重な経験を通じて、カナダにすてきな
友人や家族ができ、とてもうれしかったです。

★カナダの家族
北広島高校３年　大山さと羽さん

　素晴らしい家族と出会い、一緒に過ごしたことを誇
りに思います。

普通救命講習Ⅰ

北広島国際交流協議会主催事業



⑮

生
活

相
談

募
集

保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
あ
い

市
民
参
加
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算
対
象　

●
手
当
を
受
け
る
方
や
児
童

が
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
で
き
る　

●

手
当
を
受
け
る
方
と
そ
の
家
族
に
一
定

の
所
得
が
あ
る

支
給
額
（
月
額
）　

●
児
童
１
人
目
＝

９
７
８
０
円
〜
４
万
１
４
３
０
円　

●

児
童
２
人
目
＝
５
０
０
０
円
加
算　

●

児
童
３
人
目
以
降
＝
１
人
に
つ
き
３
０

０
０
円
加
算

＊
支
給
は
、
児
童
が
18
歳
に
達
し
た
後

の
最
初
の
３
月
ま
で
で
す
。

＊
心
身
障
が
い
児
は
、
届
け
出
に
よ
り

20
歳
に
達
す
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

＊
10
月
分
か
ら
、
手
当
額
が
改
定
さ
れ

る
予
定
で
す
。

問
合
せ　

児
童
家
庭
課（
内
線
６
６
６
）

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

中
程
度
以
上
の
身
体
・
知
的
障
が
い

が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級

か
、
４
級
（
一
部
）
に
相
当
す
る
程
度

の
障
が
い　

②
療
育
手
帳
Ａ
判
定
か
、問合せ　危機管理課（内線652）

陸上自衛隊演習島松
演習場
●日時　８月１日㈭～８日㈭・12
日㈪～14日㈬　午前７時～午後８
時（正午～午後１時を除く）
●実施部隊　第２師団、第５旅団、
第７師団、第11旅団、北部方面対
舟艇対戦車隊、装備実験隊
◇大規模爆破　８月６日㈫～８日㈭

＊利用する方は、８月８日までに環境課（内線825）へ。
８月14日水
　　15日木

行き
経路 午前（２台）午後（１台）

市役所前 ９：20 12：50
栄町２丁目バス停 ９：24 ―
青葉町３丁目バス停 ９：27 ―
南町３丁目バス停 ９：29 ―
高台町４丁目バス停 ９：32 ―
緑ヶ丘小学校バス停 ９：35 ―
松葉町１丁目バス停 ９：38 ―
北広島駅東口バス停③のりば ― 12：56
西の里バス停 ― 13：08
西の里第２団地バス停 ― 13：10
セイコーマート上野幌駅前店前 ― 13：12
三井アウトレットパーク入口バ
ス停（国道36号沿い） ― 13：22

大曲中央３丁目バス停 ９：48 ―
大曲パークゴルフ場バス停 ９：53 13：30
北広島霊園 10：00 13：40

帰り
経路 午前（２台）午後（１台）

北広島霊園 11：20 15：00
大曲パークゴルフ場バス停 11：27 15：10
大曲中央３丁目バス停 11：32 ―
三井アウトレットパーク入口バ
ス停（国道36号沿い） ― 15：18

セイコーマート上野幌駅前店前 ― 15：28
西の里第２団地バス停 ― 15：30
西の里バス停 ― 15：32
北広島駅東口バス停③のりば ― 15：44
松葉町１丁目バス停 11：42 ―
緑ヶ丘小学校バス停 11：45 ―
高台町４丁目バス停 11：48 ―
南町３丁目バス停 11：51 ―
青葉町３丁目バス停 11：53 ―
栄町２丁目バス停 11：56 ―
市役所前 12：00 15：50

Ｂ
判
定
（
一
部
）
に
相
当
す
る
程
度
の

障
が
い　

③
精
神
・
血
液
・
内
臓
障
が

い
な
ど
で
①
・
②
と
同
程
度
の
障
が
い

＊
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童
は
、
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

支
給
額
（
月
額
）　

●
重
度
障
が
い
＝

５
万
４
０
０
円　

●
中
度
障
が
い
＝
３

万
３
５
７
０
円

＊
10
月
分
か
ら
、
手
当
額
が
改
定
さ
れ

る
予
定
で
す
。

＊
毎
年
、
所
得
状
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。
８
月
上
旬
に
市
か
ら
書
類
を
送

付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、
９

月
10
日
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
し
な
い
と
、
８
月
分
以
降
の

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

福
祉
課
（
内
線
６
６
５
）

原
爆
の
日
の
黙
と
う

 　

広
島
市
と
長
崎
市
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
て
か
ら
68
年
目
に
当
た
り
ま
す
。

　

原
爆
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福

を
祈
り
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す

る
た
め
、
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

●
８
月
６
日
㈫　

午
前
８
時
15
分
か
ら

●
８
月
９
日
㈮　

午
前
11
時
２
分
か
ら

い
ず
れ
も
１
分
間

問
合
せ　

市
民
課
（
内
線
７
０
０
）

生
活
環
境
影
響

調
査
書
の
縦
覧

　

第
６
期
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

設
置
に
伴
い
、
生
活
環
境
影
響
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
調
査
結
果
を
次
の
と

お
り
縦
覧
し
ま
す
。

期
間　

９
月
２
日
㈪
ま
で
（
土
・
日
曜

を
除
く
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場　

市
役
所
第
２
庁
舎
２
階

問
合
せ　

環
境
課
（
内
線
８
２
７
）

き
た
ひ
ろ
．
Ｔ
Ｖ

北
海
道
映
像
コ
ン
テ
ス
ト2013

最
優
秀
賞
受
賞

　

ま
ち
の
魅
力
を
動
画
で
伝
え
る
「
き

た
ひ
ろ
．
Ｔ
Ｖ
」
が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
部

門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
受

賞
作
品
は
「
天
使
の
園
に
舞
い
降
り
た

カ
ー
キ
色
の
ピ
ア
ノ
」
で
す
。

　

作
品
は
「
き
た
ひ
ろ
．
Ｔ
Ｖ
」
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://tv.city.kitahir

oshim
a.hokkaido.jp/

）
か
ら
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

問
合
せ　

Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
中
央

公
民
館
内
・
☎
376
〜
７
９
５
５
）

建
退
共
の
退
職
金
制
度

　

建
設
業
現
場
で
働
く
方
の
た
め
の
国

の
退
職
金
制
度
で
す
。

特
典　

●
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価

の
対
象　

●
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助

成　

●
掛
け
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り

ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必

要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額

非
課
税　

●
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退

職
金
は
通
算
し
て
計
算　

問
合
せ　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
建

設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
（
☎
03
〜

６
７
３
１
〜
２
８
６
６
）　

詳しくは、市のホームページ「くら
しの情報→防衛」からご覧ください。
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法

律

相

談

日
時　

８
月
８
日
㈭　

午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

市
役
所
本
庁
舎
２
階

定
員　

先
着
６
人

＊
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。助
言
・

相
談
で
約
25
分
間
で
す
。

申
込
み　

８
月
７
日
ま
で
に
市
民
課（
内

線
７
０
０
）

行

政

相

談

日
時　

８
月
13
日
㈫　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場　

中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

内
容　

年
金
・
登
記
・
道
路
・
河
川
・

窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
国
の
行
政
機
関

の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
・
要
望
・
意

見
な
ど

相
談
員　

行
政
相
談
委
員

問
合
せ　

市
民
課
（
内
線
７
０
０
）

臨

時

職

員

〈
事
務
補
助
〉

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
パ
ソ
コ

ン
操
作
（
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
な
ど
）

が
で
き
る
方

募
集
人
数　

１
人

勤
務
場
所　

土
木
事
務
所
（
共
栄
１
９

６
〜
１
）

■対象　市内にお住まいの個人か市内に所在する団体
■基準
〈スポーツ賞〉
①全国大会で６位以内の個人か８位以内の団体
②全道大会で優勝した個人か団体
③北海道記録を樹立した個人か団体
④日本代表選手に選ばれ、国際大会に出場した個人か団体
〈スポーツ奨励賞〉
①全道大会で３位以内の個人か４位以内の団体
②北海道代表選手に選ばれ、国際大会に出場した個人か
　団体
〈ジュニアスポーツ賞・ジュニアスポーツ奨励賞〉
•小・中学生で、スポーツ賞・スポーツ奨励賞の基準を
　満たしている個人か団体
〈各賞共通〉
●平成24年９月１日～25年８月31日の大会出場者
●全国規模の大会で、地区予選を経ていない場合は、出
　場者数が個人の場合は12人以上、団体の場合は16団体以上
●全道規模の大会で、地区予選を経ていない場合は、出
　場者数が個人の場合は６人以上、団体の場合は８団体以上

■対象
〈文化賞・文化奨励賞・文化貢献賞〉
•市内にお住まいか、主な活動場所が市内にある18歳以
　上の個人か、18歳以上で組織する団体
〈青少年文化賞・青少年文化奨励賞〉
①市内にお住まいで、小・中学校や高等学校などに在学
　中か、相当する年齢の方
②市内にお住まいか通学し、小・中学校や高等学校など
　に在学中か、相当する年齢の方で組織する団体
■基準
〈文化賞〉
①全国規模のコンクールなどで、最高賞か最高賞に次ぐ
　賞を受賞した
②全道規模のコンクールなどで最高賞を受賞した
③活動年数が30年以上で、全市的な規模で文化の振興に
　顕著な功績がある
〈文化奨励賞〉
①全国規模のコンクールなどで優秀な成績を収め、特に
　今後の文化活動が期待される
②全道規模のコンクールなどで連続して入選しているか、
　優秀な成績を収め、特に今後の文化活動が期待される
〈文化貢献賞〉
•活動年数が15年以上で、地区以上の規模で文化の振興
　に貢献している
〈青少年文化賞〉
•全国規模のコンクールなどで最高賞を受賞した
〈青少年文化奨励賞〉
•全国規模のコンクールなどで最高賞に次ぐ賞か、全道
　規模のコンクールなどで最高賞を受賞した　〈各賞共通〉
●成績は、平成24年９月１日～25年８月31日のコンクー
　ル受賞者
●年齢や活動歴などは９月１日現在　

　スポーツ大会や文化コンクールなどで優秀な成績を収めたか、
市内のスポーツ・文化の振興に貢献している個人・団体を表彰
します。次の基準に該当する方を推薦してください。
　表彰式は、11月３日（文化の日）です。
＊すでに受賞した方は同じ賞を再度受賞できません。団体の場
合は、構成員の３分の２以上が変わっていれば対象になります。

■対象　市内にお住まいの方
■基準
①選手（チーム・団体を含む）の指導に専念し、優秀選
　手の育成に特に寄与し、指導歴が10年以上でその功績
　が顕著な方
②50歳以上で、体育団体の役員（審判を除く）として15
　年以上在職し、その功績が顕著な方
③50歳以上で、市のスポーツ振興に貢献し、個人や団体
　の指導歴（審判歴を含む）が15年以上で、その功績が
　顕著な方
＊年齢は平成25年９月１日、指導歴は24年９月１日現在
です。
■問合せ　市教委社会教育課（内線673）

【推薦方法】９月６日までに所定の推薦書に必要書類を添えて、スポーツ関係の各賞は市教委社会教育課に、
文化関係の各賞は市教委文化課（芸術文化ホール内）に提出してください。

スポーツ功労賞

スポーツ賞・スポーツ奨励賞・
ジュニアスポーツ賞・ジュニアスポーツ奨励賞

文化賞・文化奨励賞・文化貢献賞・
青少年文化賞・青少年文化奨励賞

■問合せ　市教委文化課（芸術文化ホール内・☎372‒7667）

推
薦
し
て
く
だ
さ
い
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生
活

相
談

募
集

保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
あ
い

市
民
参
加

勤
務
時
間　

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
１

時
30
分

賃
金　

時
給
８
１
０
円
と
通
勤
手
当

社
会
保
険
等　

雇
用
保
険
に
加
入　

申
込
み　

８
月
９
日
ま
で
に
履
歴
書（
写

真
付
き
）
を
持
ち
土
木
事
務
所
（
内
線

７
５
８
）

〈
看
護
師
〉

対
象　

看
護
師
免
許
と
普
通
自
動
車
運

転
免
許
が
あ
る
方

募
集
人
数　

２
人

業
務
内
容　

乳
幼
児
健
診
で
身
体
計
測

勤
務
時
間　

１
日
３
・
４
時
間
で
月
３
・

４
日

賃
金　

時
給
１
０
７
０
円
と
通
勤
手
当

申
込
み　

８
月
16
日
ま
で
に
履
歴
書（
写

真
付
き
）
と
看
護
師
免
許
証
の
写
し
を

持
ち
直
接
か
、郵
送
で
健
康
推
進
課（
〒

061
〜
１
１
９
２
住
所
不
要
・
内
線
８
０
９
）

〈
共
通
事
項
〉

採
用
期
間　

10
月
１
日
〜
平
成
26
年
３

月
31
日
（
６
カ
月
以
内
の
更
新
あ
り
）

休
日　

土
・
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

＊
採
用
は
、
書
類
選
考
と
面
接
で
決
定

し
ま
す
。採
用
後
は
兼
職
で
き
ま
せ
ん
。

非
常
勤
職
員

一

般

事

務

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
パ
ソ
コ

ン
操
作
（
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
な
ど
）

が
で
き
る
60
歳
以
下

募
集
人
数　

１
人　

業
務
内
容　

固
定
資
産
税
賦
課
業
務
な

ど
の
補
助

採
用
期
間　

９
月
１
日
〜
平
成
26
年
３

◇問合せ　北広島市職員採用委員会（〒061-1192中央
４丁目2-1総務部職員課内・内線727） 

◇採用予定日　平成26年４月１日
◇試験区分（試験の種類）・採用予定人数
●事務（民間企業等経験者）＝若干名　
●事務初級＝若干名　●消防初級＝若干名
◇受験資格
〈年齢・学歴などの条件〉

◇試験

◇申込書の配布場所
市役所案内と各出張所、団地住民センター、エルフィ
ンパーク、芸術文化ホール、夢プラザ
＊市のホームページ「市役所ご案内→職員・委員等募
集→正職員」からも印刷できます。
＊郵送で請求する場合は、封筒の宛名面に「職員採用
資格試験申込書請求」と朱書きし、宛先を記入した角
型２号の返信用封筒（140円切手を貼り付け）を同封
して、市職員採用委員会に送ってください。
◇申込書の受け付け

〈各試験区分に共通の条件〉
●地方公務員法第16条（欠格条項）に該当しないこと
●国籍は問いません（消防を除く）が、在留資格で就
職が制限されていないこと（採用予定日までに就職に
制限のない在留資格を取得見込みの方を除く）。ただ
し日本国籍がない方は、採用後従事できる職務などに
一部制限があります　●採用後、市内に居住可能なこ
と　●身体に障がいがある方は、介護者なしに職務遂
行や通勤ができること

試験区分 　　　　　　　　　条件
事務（民
間企業等
経験者）

昭和52年４月２日～58年４月１日に生まれ、学
校教育法による大学、短期大学、高等専門学校、
高等学校かこれらと同等と認める学校などを卒
業し、平成20年４月１日～25年３月31日に同一
の民間企業など（官公庁を含む）で、３年以上
継続した職務経験がある方
＊職務経験は、常勤の正規職員か、同等の勤務
形態（週40時間程度）で勤務していた期間に限
ります。

事務初級
・

消防初級

平成２年４月２日～８年４月１日に生まれ、学
校教育法による短期大学、高等専門学校、高等
学校かこれらと同等と認める学校などを卒業し
たか、26年３月までに卒業見込みの方
＊学校教育法による大学（短期大学を除く）を
卒業したか、平成26年３月までに卒業見込みの
方は受験できません。

１次試験 ２次試験筆記 面接
日
程９月22日㈰ 10月中旬予定 11月上旬予定

会
場
石狩教育研修センタ
ー（共栄31 5）ほか

日程・会場など詳しくは、対象
者にお知らせします

内
容

●事務（民間企業等
経験者）＝教養試験、
論文試験
●事務・消防初級＝
教養試験、作文試験

個別面接、
集団面接

個別面接、身体検査、
集団討論（事務（民
間企業等経験者）だ
け）、体力試験（消
防初級だけ）

直接 ８月20日までに市職員採用委員会（受付時間は月
～金曜の午前８時45分～午後５時15分）

郵送
「特定記録」で送ってください。８月17日以降に
投函する場合は、「特定記録・速達」で送ってく
ださい（８月20日消印有効）

〈消防の条件〉
●心身共に健康なこと　●視力は矯正視力を含み両眼
で0.7以上、一眼でそれぞれ0.3以上であること　●
赤・青・黄色の色彩の識別ができること　●聴覚が左
右共に正常なこと　●言語や応答が明瞭で十分発声が
できること　●日本国籍があること

月
31
日　

勤
務
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

休
日　

土
・
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

報
酬　

月
額
13
万
６
８
０
０
円
と
通
勤

手
当　

社
会
保
険
等　

健
康
保
険
と
厚
生
年
金
、

雇
用
保
険
に
加
入　

申
込
み　

８
月
12
日
ま
で
に
履
歴
書（
写

真
付
き
）を
持
ち
税
務
課（
内
線
８
３
２
）

＊
採
用
は
、
書
類
選
考
と
面
接
で
決
定

し
ま
す
。採
用
後
は
兼
職
で
き
ま
せ
ん
。

市

民

参

加

推
進
会
議
委
員

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
市
民
参
加

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
と
意
欲
が

あ
る
18
〜
65
歳
（
９
月
１
日
現
在
）

募
集
人
数　

若
干
名

内
容　

市
民
参
加
手
続
き
の
評
価
な
ど

  （
年
５
回
程
度
）

任
期　

９
月
〜
平
成
27
年
８
月

報
酬　

年
額
１
万
８
０
０
０
円
と
交
通
費

申
込
み　

８
月
22
日
ま
で
に
、
応
募
用

紙
に
「
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
」
に
つ
い
て
の
意
見
（
８

０
０
字
以
内
）
と
、
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
職
業
を

記
入
し
、
直
接
か
郵
送
で
行
政
推
進
課

（
〒
061
〜
１
１
９
２
住
所
不
要
・
内
線

８
４
１
）

＊
応
募
用
紙
は
申
込
先
と
各
出
張
所
、

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー
、
エ
ル
フ
ィ
ン
パ

ー
ク
に
あ
り
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
職
員
・
委
員
等
募
集
↓
委
員
等
」

か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

北広島市職員の採用資格試験
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自

衛

官

〈
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
・
一
般
）〉

受
付
期
間　

推
薦
＝
９
月
５
日
㈭
〜
９
月
９
日
㈪　

一
般
＝
９
月
５
日
㈭
〜
９
月
30
日
㈪

〈
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
教
育
部
看
護

学
科
学
生
〉

受
付
期
間　

９
月
５
日
㈭
〜
９
月
30
日
㈪

〈
共
通
事
項
〉

対
象　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
（
見
込

み
を
含
む
）
21
歳
未
満

初
任
給　

10
万
８
３
０
０
円

＊
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

恵
庭
地
域
事
務
所
（
☎
０
１
２
３
〜
34

〜
５
４
３
８
）

移
動
採
血
車
ひ
ま
わ
り
号

　

献
血
に
ご
協
力
を

対
象　

16
〜
69
歳
（
65
歳
以
上
の
場
合

は
、
60
〜
64
歳
に
献
血
し
た
こ
と
が
あ

る
方
）

日
程　

８
月
９
日
㈮

時
間
・
コ
ー
ス　

㈱
巴
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
（
共
栄
）
＝
午
前
９
時
30
分
〜
10

時
50
分
▼
日
立
物
流
コ
ラ
ボ
ネ
ク
ス
ト

㈱
（
大
曲
工
業
団
地
）
＝
午
前
11
時
30

分
〜
午
後
１
時
▼
北
海
道
車
体
㈱
（
大

曲
工
業
団
地
）
＝
午
後
２
時
30
分
〜
４

時
30
分

問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
内
線
８
０
７
）

高
齢
者
の
た
め
の
健
康
増
進
講
演
会

　

正
し
く
知
ろ
う
認
知
症

　

〜
し
っ
か
り
見
つ
け

　

き
っ
ち
り
治
療
・
予
防
〜

　

認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

脳
の
病
気
で
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
正

し
く
知
り
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
時　

９
月
６
日
㈮　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

講
師　

問
合
せ　

高
齢
者
支
援
課
（
内
線
６
９
４
）

　

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

対
象　

心
の
健
康
に
悩
ん
で
い
る
方
か

そ
の
家
族

日
時　

８
月
７
日
㈬　

午
後
１
時
30
分

か
ら

会
場　

恵
庭
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
恵
庭

市
南
島
松
８
２
８
〜
３
）

相
談
員　

精
神
神
経
科
医
師
、
保
健
師

申
込
み　

８
月
６
日
ま
で
に
千
歳
保
健

所
（
☎
０
１
２
３
〜
23
〜
３
１
７
５
）

　

こ
こ
ろ
の
交
流
会

　
対
象　

精
神
疾
患
で
通
院
中
か
過
去
に

受
診
し
た
こ
と
が
あ
る
65
歳
未
満

日
時　

８
月
20
日
㈫　

午
後
２
時
〜
３

時
30
分

会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
や
精
神
保
健

福
祉
士
と
交
流

＊
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
同
じ
よ
う

な
体
験
を
し
た
人
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
で
す
。

申
込
み　

８
月
19
日
ま
で
に
障
が
い
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
（
☎
376
〜

７
７
７
６
）　

　

ひ
き
こ
も
り
家
族
交
流
会

対
象　

引
き
こ
も
り
当
事
者
の
家
族　

日
時　

８
月
27
日
㈫　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

会
場　

千
歳
保
健
所
（
千
歳
市
東
雲
町

４
丁
目
２
）

内
容　

●
悩
み
や
体
験
を
語
り
合
い
、

情
報
交
換
す
る　

●
対
応
を
学
ぶ

申
込
み　

８
月
26
日
ま
で
に
千
歳
保
健

所
（
☎
０
１
２
３
〜
23
〜
３
１
７
５
）

　

北
方
領
土
パ
ネ
ル
展

　

８
月
は
「
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

強
調
月
間
」
で
す
。

　

わ
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
択
捉
島
、

国
後
島
、
色
丹
島
、
歯
舞
群
島
の
北
方

四
島
の
早
期
返
還
の
実
現
は
、
道
民
は

も
と
よ
り
国
民
の
長
年
に
わ
た
る
悲
願

で
す
。
返
還
運
動
の
歩
み
、
在
住
ロ
シ

ア
人
と
の
交
流
の
様
子
な
ど
、
パ
ネ
ル

写
真
を
展
示
し
ま
す
。
返
還
要
求
の
署

名
も
受
け
付
け
ま
す
。

問合せ　社会福祉協議会（福祉センター内・☎ 372-1698）

北のまちから　あったかハート

　社会福祉協議会では、市民の皆さんや関係団体の参加・
協力で「誰もがいきいきと安心して暮らすことのできるま
ちづくり」を目指して、さまざまな事業に取り組んでいます。
　会費は、ボランティアセンター事業や地区社会福祉委員
会の活動などの事業に役立てています。
賛助会費　自治会・町内会を通じて１世帯300円以上
特別会費　法人・企業１口10,000円以上

　希望される方は、お問い
合わせください。

物品名 内容など 貸出料
車いす 年間６カ月まで

＊市役所各出張所など
でも受け付けています。

無料

行事用テント 自治会・町内会などの
イベントや福祉施設な
どの行事用

個人使用や民間
団体などは１張
り1,000円

野外炊飯装置な
ど一式（レスキ
ューキッチンなど）

自主防災組織が炊き出
し訓練など野外で調理
する場合

１回2,000円

福祉体験学習や
研修などの物品

アイマスク、高齢者擬
似体験セット、白杖、
車いす

無料
＊講師などの派
遣については、
別途調整が必要
です。

相談日　毎週火・木曜（祝日を除く）
時間　午後１時～４時
相談方法　来所か電話で福祉センター相談室（☎372-1640)

札幌医科大学神経
内科学講座教授
　 下濱俊さん

　一人で悩んでいませんか。
　ささいなことでも気軽に相談してください。

レ
ス
キ
ュ
ー

キ
ッ
チ
ン

⬅
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生
活

相
談

募
集

保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
あ
い

市
民
参
加

日
時　

８
月
16
日
㈮
〜
23
日
㈮　

午
前

７
時
30
分
〜
午
後
７
時
30
分
（
初
日
は

午
前
10
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
２
時

ま
で
）

会
場　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

問
合
せ　

市
民
課
（
内
線
７
０
０
）

   

体
育
協
会
事
業

〈2013

き
た
ひ
ろ
駅
伝
〉

日
時　

９
月
15
日
㈰　

午
前
９
時
30
分

か
ら
（
受
け
付
け
は
午
前
８
時
10
分
か

ら
総
合
体
育
館
で
）

会
場　

総
合
体
育
館
周
辺
と
エ
ル
フ
ィ

ン
ロ
ー
ド

種
目　

●
一
般
の
部
、
中
学
生
・
高
校

生
の
各
部
（
１
チ
ー
ム
５
人
、５
区
間
）

●
小
学
生
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
各
部 

（
１
チ
ー
ム
６
人
、
６
区
間
）　

い
ず

れ
も
男
女
別

参
加
料　

●
一
般
の
部
＝
７
５
０
０
円

●
中
学
生
・
高
校
生
の
各
部
＝
３
０
０

０
円　

●
小
学
生
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
各
部
＝
無
料

申
込
期
限　

８
月
31
日

〈
市
民
登
山
会in

室
蘭
岳
〉

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
、
お
お
む

ね
60
歳
以
上
で
往
復
４
時
間
程
度
の
登

山
が
で
き
る
方

日
時　

８
月
27
日
㈫　

午
前
８
時
出
発

集
合
場
所　

総
合
体
育
館

内
容　

室
蘭
岳
を
登
山
後
、
温
泉
に
入
浴

定
員　

先
着
30
人

参
加
料　

１
５
０
０
円
（
保
険
料
・
入

浴
代
な
ど
を
含
む
）

持
ち
物　

登
山
靴
・
保
険
証
・
昼
食
・

飲
料
水
・
行
動
食
・
タ
オ
ル
・
雨
具
・

防
寒
具
・
入
浴
道
具
・
着
替
え

申
込
期
限　

８
月
16
日

〈
共
通
事
項
〉

申
込
み　

体
育
協
会（
総
合
体
育
館
内
・

☎
372
〜
０
８
０
８
・
FAX
　

372
〜
６
２
２
６
、

電
子
メ
ー
ルk-taikyo@lapis.plala.or.jp

）

札
幌
広
域
圏
組
合

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
事
業

〈
石
狩
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
タ
を
体
験
！

石
狩
ウ
ォ
ー
ク
〉

日
程　

８
月
25
日
㈰　

集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
新
琴
似
駅
前

コ
ー
ス　

ポ
プ
ラ
並
木
↓
屯
田
西
公
園

↓
紅
葉
山
公
園
↓
石
狩
市
ス
ポ
ー
ツ
広

場
（
約
10
㎞
）

〈
フ
ィ
ー
ル
デ
イ
ズ
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
を

楽
し
も
う
！　

当
別
ウ
ォ
ー
ク
〉

日
程　

９
月
21
日
㈯　

集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
石
狩
当
別
駅
北
口
白

樺
公
園

コ
ー
ス　

当
別
町
市
街
地
↓
北
海
道
医

療
大
学
↓
金
沢
地
区
↓
フ
ィ
ー
ル
デ
イ

ズ
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
会
場
（
約
９
㎞
）

〈
江
別
秋
の
特
産
味
覚
ま
つ
り
を
楽
し

も
う
！　

江
別
ウ
ォ
ー
ク
〉

日
程　

10
月
６
日
㈰

集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
野
幌
駅
前

コ
ー
ス　

江
別
市
街
地
↓
江
別
河
川
防

災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
約
10
㎞
）

〈
共
通
事
項
〉

時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

定
員　

各
３
０
０
人

申
込
期
限　

実
施
日
の
１
週
間
前

＊
雨
天
決
行
で
す
。

＊
ゴ
ー
ル
し
た
方
に
は
、
完
歩
証
と
イ

ベ
ン
ト
で
利
用
で
き
る
チ
ケ
ッ
ト
を
贈

呈
し
ま
す
。

申
込
み　

郵
送
か
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

電
子
メ
ー
ル
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
務
局

（
〒
060
〜
０
０
５
１
札
幌
市
中
央
区
南

１
条
東
２
丁
目
11
〜
１
・
☎
271
〜
３
０

２
２
・
FAX
　

271
〜
５
３
６
６
、
電
子
メ
ー

ルm
achiaruki@decnet.or.jp

）

北
広
島
環
境
市
民
の
会

    

市
民
リ
サ
イ
ク
ル
見
学
会

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方

日
程　

８
月
27
日
㈫　

午
前
９
時
〜
午

後
２
時
30
分

集
合
場
所　

中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

内
容　

●
「
あ
な
た
の
ご
み
の
行
方
を
調
べ
ま

せ
ん
か
？
」
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
埋

立
処
分
場
、
生
ご
み
堆
肥
利
用
市
民
農

園
、
バ
イ
オ
ガ
ス
化
処
理
施
設
を
見
学

●
寿
司
屋
で
昼
食

定
員　

先
着
20
人

＊
昼
食
代
が
１
０
５
０
円
掛
か
り
ま
す
。

申
込
み　

８
月
９
日
ま
で
に
環
境
課（
内

線
６
０
６
）

花
の
ま
ち
コ
ン
ク
ー
ル　

周
年

　

記

念

講

演

会

日
時　

８
月
23
日
㈮　

午
後
１
時
か
ら

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

植
物
と
の
つ
き
あ
い
方

講
師　

笠
康
三
郎
さ
ん

問
合
せ　

都
市
整
備
課
（
内
線
７
７
８
）

問合せ
　商業労働課
　  （内線858）

９：00    YOSAKOIソーランエルフィンフェステ
　　　　ィバル
12：00  北海自衛太鼓
12：30 YOSAKOI乱舞 &北海自衛太鼓コラボ
14：30  餅つき囃

はやし

・お汁粉振る舞い
15：30  北海道ご当地アイドル「フレッシュ」
　　　　イベントコンサート &販売会
17：00  北海道歌旅座コンサート
18：15  きたひろまいピー SHOW TIME
19：00 K

キ キ

IKI ＆ W
ウ ィ リ ー ジ ー

illie"G" ゴスペルコンサート
19：45    35周年記念花火大会

12：00 札幌日大高校吹奏楽部
13：00 キッズダンスサークル　エンジェル
13：30 道都大学ダンス部　B

ブ ル ー

Lue B
ベアー

ear
13：45 西の里権現舞
14：15 キッドダンスクラブ
14：30  ＢＭＸによるフリースタイルショー
15：00 自衛隊第 7音楽隊
15：30 オープニングセレモニー
　　　　●ふるさと太鼓　●観光協会会長・市長あい
　　　　さつ　●鏡割り、振る舞い酒　●広島観光親
　　　　善大使によるＰＲ　●広島音頭　●餅まき
16：45 ウクレレ＆フラダンス（東日本インターナシ
　　　　ョナルフラサウンド協会）
17：25　ＢＭＸによるフリースタイルショー
18：00 D．Ａ．Ｂ．オールスターズ（ビッグバンド）
18：30 子ども盆踊り
19：20 仮装盆踊り

ＪＲ北広島駅東口広場・芸術文化ホール前広場

20
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き
た
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
展

　

当
市
は
平
和
都
市
宣
言
の
ま
ち
で
す
。

　

戦
後
68
年
が
た
ち
、
私
た
ち
の
記
憶

も
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
世

界
で
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
、
核
兵
器

の
廃
絶
と
戦
争
の
な
い
恒
久
平
和
の
実

現
を
願
い
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

広
島
と
長
崎
の
原
爆
に
よ
る
被
害
を

知
る
パ
ネ
ル
写
真
を
展
示
し
ま
す
。
平

和
の
折
り
鶴
や
署
名
の
コ
ー
ナ
ー
も
設

置
し
ま
す
。
折
り
鶴
は
、
広
島
平
和
記

念
公
園
の
原
爆
の
子
の
像
に
捧
げ
ま
す
。

日
時　

８
月
12
日
㈪
〜
16
日
㈮　

午
前

７
時
30
分
〜
午
後
７
時
30
分
（
初
日
は

午
前
10
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
前
９
時

ま
で
）

会
場　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

問
合
せ　

市
民
課
（
内
線
７
０
０
）

夢
プ
ラ
ザ
ふ
れ
あ
い
デ
ー

　

北

大

落お

ち

け

ん研

の

　

笑
い
で
暑
気
払
い

日
時　

８
月
22
日
㈭　

午
前
11
時
30
分

か
ら
（
開
場
午
前
11
時
）

演
目　

始
末
の
極
意
、
権
助
魚

出
演　

北
海
道
大
学
落
語
研
究
会　

南な

無ん

や家
若わ

か
ら
ん鸞

さ
ん
、
鳳ほ

う
て
い亭

圓え
ん
ざ
い斎

さ
ん

会
場
・
問
合
せ　

夢
プ
ラ
ザ
（
☎
370
〜

７
３
７
３
）

北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
連
携
事
業

　

岩
石
パ
ラ
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ス
ト

　

養
成
講
座（
初
級
）in

北
広
島

　

パ
ラ
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ス
ト
と
は
、
さ
ま

月曜（祝日を除く）は休館問合せ　芸術文化ホール（☎ 372-7667）

❖芸術文化ホールのホームページでも、コンサート情報などがご覧になれます。花ホール 検  索

入場無料第193回

８/14㈬ 12：15～12：45
（開場12：00）

芸術文化ホールホワイエ
♪ドナウディ/かぎりな
く優雅な絵姿
♪桐越優/日々草 
♪プッチーニ/私のお父
　さん ほか

　 桐越 麗さん
    （ソプラノ）

    桐越 優さん
    （ピアノ）

芸術文化ホールギャラリー

８月20日㈫～９月 1日㈰
午前９時～午後10時

　新田昌弘の繊細で激しい津軽三味線の音色、しんたが魅
せる力強い和太鼓、民謡界の新風佐々木優子の歌声…。こ
の３人に野崎洋一の都会的なジャズピアノが重なります。
伝統音楽がポップに進化します！　お楽しみください。
入場料　全席指定／前売り・当日とも
●一般　1,500円　●高校生以下　800円
チケット発売　８月10日　午前10時から（地区図書室の受
け付けは８月11日から）
チケット取扱　芸術文化ホール、大丸プレイガイド、ロー
ソン各店、ローソンチケット電話予約（☎ 0570-084-001
Ｌコード／15685）、地区図書室（予約受け付けは午後５
時まで）
＊未就学児童は入場できません。託児サービスの申し込み
は、10月29日まで（有料）。

（初日は午後４時から、最終日は午後４時まで）

　公演前日に札幌座の舞台作りとリハー
サル風景を見ることができます。
　一本の演劇が上演されるまでの行程は
驚きの連続です。演出の斎藤歩さんが解
説します。
日時　８月29日㈭　午後６時30分～８時
　　　  （途中入場可）
申込み　８月28日までに電話で芸術文化ホール

日時　８月30日㈮　午後７時から（開場午後６時30分）
入場料　全席自由／前売り・当日とも
●一般　   2 ,000円　●高校生以下　              1 ,000円

＊＊＊＊＊＊＊チケットも好評発売中＊＊＊＊＊＊＊

参
加
者
募
集

　せりふや演技の練習をして、花ホール
のステージで創作劇を上演しましょう。
対象　市内にお住まいの小学生
日時　10月～11月の各土曜　いずれも午前９時30分～11時30
分、12月～平成26年１月の各土・日曜　いずれも午前９時30
分～午後２時ほか
＊発表会は、平成26年１月25日㈯です。
＊練習日程は、参加者に後日配布します。
＊８月31日㈯の午前10時から、芸術文化ホール活動室で顔合
わせをします。
会場　練習＝中央公民館、公演＝芸術文化ホール
指導者　脚本・演出＝岸邨夫、合唱指導＝土田玲子、舞踊指
導＝東由里子
定員　先着20人
参加料　700円
＊保険料500円が別に掛かります。
申込み　８月24日までに電話で芸術文化ホール

子ども演劇教室
花ホールレター

11
月
４
日
月

開
場　

午
後
１
時
30
分

開
演　

午
後
２
時

北広島市民総合文化祭40周年記念事業
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生
活

相
談

募
集

保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
あ
い

市
民
参
加

●問合せ　図書館（☎ 373-7667）
●ホームページアドレスhttp://www.educ.city.kitahiroshima.hokkaido.jp/lib/
●電子メールアドレス info@lib.city.kitahiroshima.hokkaido.jp

月日 曜日 ステーション名 時間

８/７・21 水 虹ヶ丘公園前（虹ヶ丘７丁目）
サルビア公園前（西の里北２丁目）

８/８

８/ ９

８/14

８/15

８/16    ・30

木

金

水

木

金

美咲き野会館前（美咲き野２丁目）
たんぽぽ公園前（山手町６丁目）

くじら公園前（大曲並木３丁目）
大曲会館前（大曲中央２丁目）

中央公民館前（朝日町５丁目）
東共栄会館前（東共栄２丁目）

わくわく公園前（希望ヶ丘４丁目）
大曲小学校前（大曲柏葉２丁目）

14:50～15:20
15:30～16:00

14:40～15:10
15:30～16:00

14:30～15:00
15:15～16:00

14:50～15:20
15:30～16:00

14:15～14:45
15:00～15:30

15:30～16:00四里塚公園前（大曲柏葉５丁目）

100分カラー
字幕スーパー

1992年
　　アメリカ

８月14日㈬ 天使にラブ・
ソングを…

98分カラー
字幕スーパー

1993年
        アメリカ

８月７日㈬ クール・
ランニング

114分カラー
字幕スーパー

2000年
アメリカ

８月21日㈬ タイタンズ
を忘れない

５日㈪・12日㈪・19日㈪、22日㈭～
29日㈭（図書特別整理期間）
＊団地住民センター図書室だけ15
日㈭・16日㈮も。 

８月の休館日

＊おはなしの会は、子育て＋ぷらす
  （22ページ）に掲載しています。

◇特別朗読会
　　　「平和を祈る」

図書館２階ＡＶサロン
８月２日㈮　13:30～14:30

無料
日程 時間 内容 対象

８/24 ㈯ 10：00
～11：30

パソコンで
お絵かきしよう！ 小学１・２年

ＩＴネットワーク講習会

定員　各コース先着６人（申込者が少ないときは中止の場合あり）
申込期限　各コース受講日の１週間前
申込み・会場　ＩＴステーション
  （中央公民館内・☎ 376-7955）

日程 番
号

午前コース
（10:00～12:00）

番
号

午後コース
（13:30～15:30）

８/14㈬ 141 インターネット入門
＜基本操作と注意事項＞

142 はじめてのパソコン
＜マウス操作と基本操作＞

８/15㈭ 143 Word入門
＜日本語入力の基礎＞

144 Excel入門
＜基本操作でカレンダー＞

８/17㈯ 145 はじめてのパソコン
＜マウス操作と基本操作＞

８/18㈰ 146 インターネット入門
＜基本操作と注意事項＞

８/28㈬ 147 Word活用ー１
＜文書編集基礎と表＞

148 Excel活用ー１
＜住所録データの作成＞

８/29㈭ 149 Word活用ー２
＜イラスト活用転居通知＞

150 Excel活用ー２
＜集計表とグラフ表示＞

１コース 1,000円

主催・ＮＰＯ北広島
ＩＴネットワーク

日・月曜
は休館

子どもＩＴランド

＊Windows７、Word2010、Excel2010、InternetExplorer９対応です。

＊８月28日㈬は、
図書特別整理期間
で休みます。

入場無料
上映時間
①10:00～　②14:00～

　図書館か地区図書室に読まなくなった本をお持ちください。
ばくりっこ期間中に会場にある本と交換できる「ばくりっこ
券」をお渡しします。
＊漫画は交換できますが、雑誌は交換できません。

あなたの街のシルバー人材センター

問合せ　北広島市シルバー人材センター（☎ 373-6763）

◆木工品の展示販売
　シルバー会員の手作りです。
　●ベンチ　●テーブル　●ガーデニング用品　
　●きたひろまいピーのストラップ・時計 など
◆刃物研ぎ
　●包丁　●はさみ など　

８月８日㈭～10日㈯
午前10時～午後５時
  （最終日は午後３時まで）

◆とんかち広場
　小学生向けの木工体験ができ
　るコーナーです。
　●椅子、ドールハウス、小物
　　飾り棚などの材料一式を販
　    売 （組み立ても手伝います）
　●端材を利用して、子どもた 
　　ちの豊かな想像力を生かし
　　た物作りコーナー

９月３日㈫～
　　　８日㈰

ざ
ま
な
種
類
の
標
本
を
分
析
し
、
鑑
定

す
る
人
で
す
。講
義
と
実
習
を
行
い
ま
す
。

対
象　

中
学
生
以
上

日
時　

８
月
31
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午

後
４
時

会
場　

中
央
公
民
館

内
容　

●
鉱
物
や
岩
石
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ　

●
岩
石
標
本
な
ど
を
使
い
、
肉
眼
で
観

察
し
て
鑑
定
す
る

講
師　

北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
・
資

料
部
研
究
員　

在
田
一
則
さ
ん

定
員　

先
着
10
人

持
ち
物　

筆
記
用
具
・
昼
食

申
込
み　

８
月
27
日
ま
で
に
市
教
委
文

化
課
（
中
央
公
民
館
内
・
☎
373
〜
０
１

８
８
）

交換する本の事前受け付けをしています。

８月22日㈭～29日㈭は、
　　　　図書特別整理期間で休館します

◇通常の貸し出し、閲覧、複写、レファレンスサービス
　の受け付けなどはできません
◇返却はブックポスト（団地住民センターは事務室）へ
◇古本ばくりっこの交換本の事前受け付けはできません

地区図書室・移動図書館車くまさん号も休みます

日時　８月７日㈬～11日㈰　
　　　いずれも午前10時～午後５時   （最終日は午後３時まで）
会場　芸術文化ホールギャラリー
内容　各学校図書館の様子をパネルで紹介

燃える魂
特集
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◆８月３日㊏　11:00～／図書館
　絵本「たなばたバス」
　大型絵本「ありとすいか」
　工作「七夕かざりをつくろう」ほか
◆８月10日㊏　11:00～／夢プラザ
　絵本「わにわにのおでかけ」
　大型絵本「すっぽんぽんのすけ」
　 パネルシアター「ねずみとかぜ」ほか
◆８月17日㊏　11:00～／図書館
　紙芝居「ひとうち七つ」
　絵本「みんなびっくり」
　大型絵本「ちびゴリラのちびちび」ほか

すくすく
広場

㊌

図書館
おはなしを語りで届けます。
内容　●きんたろう
　　　●まっかなくちびる
　　　●たべられたやまんば ほか

11:00～12:00

　

乳児健診

１歳６カ月児健診

３歳児健診

フッ素塗布（料金５００円） 対象／１歳～就学前

対象／３・６・10カ月児

対象／１歳６カ月～２歳未満

対象／平成22年７月生まれ～４歳未満
＊誕生月の翌月以降が健診の対象です。

＊１歳未満でも歯が８本以上生えている場合は可。

◆受付／13:30～15:00
◆持ち物／母子健康手帳・問診票

◆受付／13:00～14:30
◆持ち物／母子健康手帳・歯ブラシ・問診票

◆受付／13:00～14:30
◆持ち物／母子健康手帳・歯ブラシ・事前に送付してい
る問診票と採尿済み容器など（ない方には送付します）

◆受付／13:40～15:30
◆持ち物／母子健康手帳・歯ブラシ・
フェイスタオル

＊塗布前に必
ず歯を磨いて
ください。

■ 問合せ　健康推進課（内線808）

★８月７日㈬　夢プラザ
★８月８日㈭　西の里会館

★８月28日㈬　夢プラザ

★８月21日㈬　福祉センター

★８月６日㈫　夢プラザ

  「子育て＋ぷらす」は、子育てを応援するページです。出産前と、乳幼児から
おおむね小学６年までが対象の催しなどを掲載しています。

問合せ　図書館（☎373-7667）
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保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
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い

生
活

市
民
参
加

㉓

子どもの写真をお寄せください。対象は３歳までで、１人
につき１回に限ります。
投稿方法　12字以内のコメントと子どもの氏名・住所・電
話番号を記入し、写真データを添えて直接か郵送（〒061-
1192住所不要）、電子メール (koho@city.kitahiroshima.ho
kkaido.jp）で情報推進課（写真はお返ししません）

　１～９歳の子どもの死亡原因 1位は「不慮の事故」です。
日常生活の中にも危険がたくさんあります。

ス
イ
カ
大
好
き
☆

石山悟市ちゃん

僕
た
ち
仲
良
し
兄
弟
だ
よ
！

森一真ちゃん・春斗ちゃん

　プールや川、池、海などで遊んでいる
うちに溺れる事故があります。また、浴
槽に落ちてしまうこともあります。
小さい子どもはわずか10㎝の深さの水で
も溺れてしまいます。

❖浴室には、子どもの手の届かない位置に外鍵を掛ける
❖入浴後は浴槽の水を抜く
❖水遊びをさせるときは必ず大人が付き添い、子どもから
目を離さない
❖川では流れの強い場所には近づかないように目を配る

注意すること

　遊具や家具、窓から転落し、大きなけ
がをすることがあります。歯ブラシや箸
などを口にくわえたまま転倒し、喉を突
く事故もあります。
注意すること
❖安全な高さの家具を用意する
❖窓の近くには、台など登れるものを置かない
❖ストッパー付き歯ブラシを使用する
❖口に物をくわえたまま歩き回らないようにする

　ドアや窓に手などを挟まれ、切断に近
いけがをすることがあります。

❖ドアの開閉時には、子どもがどこにいるか確認する
❖隙間防止カバーを利用する

注意すること

■問合せ　健康推進課（内線 808）
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▼
す
ず
ら
ん
聖
書
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
20

周
年
記
念
〝
サ
マ
ー
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
〞

　

親
子
で
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

対
象　

中
学
生
以
下

日
時　

８
月
３
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午

後
１
時

会
場　

す
ず
ら
ん
聖
書
バ
プ
テ
ス
ト
教

会
（
市
役
所
向
か
い
）

内
容　

ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
、
的
当
て
水

鉄
砲
、
人
形
劇
、
紙
芝
居
な
ど

問
合
せ　

エ
バ
ン
ズ
（
☎
373
〜
９
２
２
４
）

▼
広こ

う
ぼ
く墨
書
道
サ
ー
ク
ル
〝
無
料
初
心
者

書
道
講
習
会
〞

日
時　

８
月
３
日
㈯　

午
後
３
時
30
分

か
ら

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

内
容　

筆
の
持
ち
方
、用
具
の
選
び
方
、

基
本
的
な
練
習

講
師　

読
売
書
法
展
理
事
審
査
会
員　

石
田
壱
城
さ
ん
、
北
海
道
書
道
展
審
査

会
員　

戸
塚
清
秀
さ
ん

＊
道
具
は
用
意
し
ま
す
。

申
込
み　

山や
ま
も
と本
（
☎
373
〜
５
１
２
０
）

▼
新
婦
人
〝
第
５
回
母
と
子
の
平
和
の

つ
ど
い
〜
い
の
ち
の
大
切
さ
を
語
り
合

い
ま
し
ょ
う
〜
〞

日
時　

８
月
７
日
㈬　

午
前
10
時
30
分

参
加
料　

３
０
０
円

持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴

＊
道
具
は
用
意
し
ま
す
。

申
込
み　

８
月
６
日
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス

で
大お

お
の野

（
FAX

 

372
〜
４
３
２
２
・
☎
090
〜

２
０
５
７
〜
４
９
６
１
）

▼
北
広
島
地
区
連
合
〝
平
和
ア
ニ
メ
映

画
「
か
ん
か
ら
さ
ん
し
ん
」
の
上
映
〞

日
時
・
会
場　

●
８
月
７
日
㈬　

午
前

10
時
か
ら
＝
輪
厚
児
童
セ
ン
タ
ー
、
午

後
２
時
か
ら
＝
大
曲
児
童
セ
ン
タ
ー　

●
８
月
８
日
㈭　

午
前
10
時
か
ら
＝
団

地
住
民
セ
ン
タ
ー
、
午
後
２
時
か
ら
＝

西
の
里
会
館　

●
８
月
９
日
㈮　

午
前

10
時
か
ら
＝
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

＊
８
月
６
日
㈫
の
午
前
７
時
45
分
〜
８

時
20
分
（
雨
天
決
行
）
に
平
和
の
灯ひ

公

園
（
総
合
体
育
館
隣
）
で
ダ
イ
・
イ
ン

集
会
を
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ　

北
広
島
地
区
連
合
（
☎
372
〜

１
１
５
１
）

▼
第
四
回
無
料
「
哀
愁
の
エ
レ
キ
ギ
タ

ー
ラ
イ
ブ
」

日
時　

８
月
17
日
㈯　

午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

夢
プ
ラ
ザ

曲
目　

コ
ー
ヒ
ー
ル
ン
バ
、
霧
の
カ
レ

リ
ア
ほ
か

出
演　

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
さ
ん

問
合
せ　

久ひ
さ
や
ま山
（
☎
373
〜
８
３
０
５
）

▼
北
広
島
九
条
の
会
〝
第
４
回
北
広
島

の
戦
争
遺
跡
を
巡
る
〞

日
時　

８
月
11
日
㈰　

午
前
９
時
30
分

〜
正
午
（
集
合
午
前
９
時
）

〜
正
午

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

内
容　

●
平
和
の
ア
ニ
メ
「
凧た

こ

に
な
っ

た
お
母
さ
ん
」
の
上
映　

●
折
り
鶴
を

作
る

＊
直
接
、
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

阿あ

べ部
（
☎
・
FAX

 

373
〜
５
０
６
６
）

▼
法
務
相
談
会
・
ハ
ー
ト〝
法
務
相
談
会
〞

　

市
内
の
行
政
書
士
グ
ル
ー
プ
が
毎
月

各
地
区
で
開
催
し
ま
す
。
相
談
料
は
掛

か
り
ま
せ
ん
。

日
時　

８
月
８
日
㈭　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

内
容　

●
成
年
後
見　

●
相
続
・
遺
言

●
非
営
利
法
人
設
立　

●
官
公
署
書
類

提
出
手
続
き
な
ど

問
合
せ　

村む
ら
も
と元
（
☎
372
〜
０
４
５
９
）

▼
パ
ソ
カ
レ
ッ
ジ
北
広
島
教
室
〝
講
習

会
「
安
全
で
実
行
可
能
な
ダ
イ
エ
ッ
ト

の
極
意
を
伝
授
し
ま
す
」
〞

日
時　

８
月
10
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

講
師　

肥
満
予
防
健
康
管
理
士　

浅
野

晃
さ
ん

定
員　

先
着
10
人

会
場
・
申
込
み　

パ
ソ
カ
レ
ッ
ジ
北
広

島
教
室
（
市
役
所
向
か
い
・
☎
398
〜
５

３
７
３
）

▼
北
広
島
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
〝
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
体
験
教
室
〞

対
象　

小
学
４
年
以
上

日
時　

８
月
10
日
㈯　

午
前
９
時
〜
正
午

会
場　

西
部
小
学
校
体
育
館

定
員　

10
人

集
合
場
所　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

＊
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

定
員　

先
着
35
人

＊
資
料
代
や
飲
み
物
、
保
険
料
な
ど
２

０
０
円
が
掛
か
り
ま
す
。

申
込
み　

８
月
９
日
ま
で
に
梁や

な
が
わ川（
☎
・

FAX

 

375
〜
９
６
０
０
）

▼
女
声
コ
ー
ラ
ス
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス〝
十

周
年
記
念
演
奏
会
〞　

　

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
し
て
き
ま

し
た
。
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
18
日
㈰　

午
後
２
時
か
ら

（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

内
容　

一
部
＝
い
つ
か
の
木
か
ら
、
二

部
＝
ピ
ア
ノ
連
弾
、
三
部
＝
ホ
ー
ム
ソ

ン
グ
メ
ド
レ
ー
・
イ
ギ
リ
ス
編
（
ア
ニ

ー
ロ
ー
リ
ー
）
ほ
か

問
合
せ　

大お
お
み味
（
☎
373
〜
６
６
６
７
）

▼
北
広
島
ゴ
ロ
ッ
ケ
ー
協
会
〝
市
長
杯

争
奪
ゴ
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
〞

　

初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

日
時　

８
月
25
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

（
受
け
付
け
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
）

会
場　

総
合
体
育
館
屋
外
ゴ
ロ
ッ
ケ
ー
場

参
加
料　

５
０
０
円

申
込
み　

８
月
10
日
ま
で
に
濱は

ま

（
☎
373

〜
０
２
７
６
）

▼
Ｍ
Ｍ
Ｃ
サ
ー
ク
ル〝
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
〞

　

楽
し
く
語
り
合
い
な
が
ら
、
頭
と
指

の
運
動
で
、
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

せ
ん
か
。

日
時　

８
月
18
日
㈰　

正
午
〜
午
後
５
時

会
場　

東
共
栄
会
館
（
東
共
栄
２
丁
目

17
〜
２
）

参
加
料　

５
０
０
円（
会
場
使
用
料
な
ど
）

問
合
せ　

梅う
め
や
ま山
（
☎
090
〜
５
０
７
７
〜

１
４
２
９
）

▼
古
布
ア
イ
デ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
〝
リ
サ

イ
ク
ル
小
物
展
〞

　

古
布
か
ら
生
ま
れ
た
小
物
を
た
く
さ

ん
展
示
し
ま
す
。ぜ
ひ
、来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
１
日
㈰
〜
５
日
㈭　

い
ず

れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日

は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

＊
会
場
で
入
会
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ　

鹿か

の野
（
☎
372
〜
５
６
２
９
）

▼
北
広
島
西
高
校
〝
第
10
回
図
書
館
講

座
「
夢
の
叶
え
方
２
」
〞

日
時　

９
月
14
日
㈯　

午
後
１
時
か
ら

（
開
場
正
午
）

会
場　

北
広
島
西
高
校
図
書
館

講
師　

絵
本
作
家　

そ
ら
さ
ん

定
員　

先
着
40
人

申
込
み　

９
月
10
日
ま
で
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を
記
入
し

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
同

校
図
書
館
・
図ず

し師
（
☎
375
〜
２
７
７
１
・

FAX 

375
〜
２
６
６
１
、
電
子
メ
ー
ルhira

kegom
a@
hokkaido-c.ed.jp

）

▼
社
会
福
祉
法
人
え
ぽ
っ
く
ホ
ホ
エ
ム

〝
え
ぽ
フ
ェ
ス
タ2013

〞

　

地
域
の
方
と
、
交
流
を
す
る
た
め
の

お
祭
り
で
す
。
ぜ
ひ
、来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
31
日
㈯　

午
前
11
時
〜
午
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相
談

募
集

保
健

催
し

子
育
て

ふ
れ
あ
い

生
活

市
民
参
加

㉕

５
丁
目
11
〜
５
）

講
師　

バ
ラ
ン
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

斉
藤
千
鶴
子

さ
ん

＊
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
り
づ
か
☆
ち

ょ
い
ス
ポ
倶
楽
部 （
☎
376
〜
３
４
９
７
）

▼
福
島
県
の
子
ど
も
た
ち
を
笑
顔
に
す

る
会
〝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〞

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
福
島
県

の
子
ど
も
た
ち
を
招
待
し
て
い
ま
す
。

日
程　

８
月
7
日
㈬
ま
で

内
容　

食
事
の
手
伝
い
、
車
で
の
送
迎

な
ど

＊
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

森も
り
し
た下

（
☎
080
〜
１
８
９
３
〜

７
８
５
２
）

▼
日
本
詩
吟
学
院　

東
吟
詠
会　

　

人
生
の
楽
し
み
と
し
て
、
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
週
木
曜　

午
後
１
時
か
ら

会
場　

野
口
宅（
中
央
５
丁
目
３
〜
４
）

会
費　

月
額
１
０
０
０
円

問
合
せ　

野の
ぐ
ち口

（
☎
372
〜
３
５
０
６
）

▼
北
広
島
市
文
芸
協
会
〝
「
文
芸
北
広

島
」
第
30
号
作
品
〞

募
集
枚
数　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

で
創
作
・
評
論
な
ど
は
30
枚
、
随
筆
は

５
枚
ま
で
。
詩
は
30
行
、短
歌
は
10
首
、

俳
句
・
川
柳
は
10
句
ま
で

掲
載
料　

原
稿
用
紙
１
枚
に
つ
き
１
０

０
０
円

＊
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
会
費
は

　

テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
、
ラ
ベ
ル
な
ど
は

用
意
し
ま
す
。

日
時　

８
月
29
日
㈭　

午
後
２
時
30
分

〜
５
時
30
分

会
場　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

申
込
み　

８
月
22
日
ま
で
に
寺て

ら
お
か岡（

☎
・

FAX

 

372
〜
４
６
２
７
）

▼
日
本
空
手
道
丸ま

る
よ
し
か
い

與
志
會　

西
の
里
支
部

対
象　

幼
稚
園
年
中
以
上

日
時
・
会
場　

週
２
回　

●
火
曜
＝
西

の
里
小
学
校
体
育
館　

●
金
曜
＝
西
の

里
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
育
館　

い
ず
れ
も
午

後
７
時
〜
９
時

会
費　

月
額
４
０
０
０
円
（
き
ょ
う
だ

い
・
親
子
で
の
割
引
も
あ
り
ま
す
）

＊
無
料
体
験
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

工く
ど
う藤

（
☎
375
〜
３
９
２
９
）

▼
日
本
詩
吟
学
院　

北
広
島
中
央
支
部

輪
厚
吟
詠
会

　

楽
し
く
お
な
か
の
底
か
ら
声
を
出
す

と
上
達
し
ま
す
。

日
時　

毎
週
水
曜　

午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

農
民
研
修
セ
ン
タ
ー

会
費　

月
額
１
０
０
０
円

問
合
せ　

佐さ
と
う藤

（
☎
377
〜
７
２
８
７
）

▼
よ
り
づ
か
☆
ち
ょ
い
ス
ポ
倶く

ら

ぶ

楽
部〝
バ

ラ
ン
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
教
室
〞

　

筋
肉
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て
、
姿
勢

の
改
善
や
腰
痛
予
防
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

●
昼
の
部
＝
木
曜　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

●
夜
の
部
＝
金
曜　

午

後
７
時
〜
８
時
30
分　

会
場　

大
曲
四
里
塚
会
館
（
大
曲
柏
葉

後
１
時
30
分

内
容　

小
物
作
り
、
陶
芸
体
験
、
製
品

販
売
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど

会
場
・
問
合
せ　

社
会
福
祉
法
人
え
ぽ

っ
く
ホ
ホ
エ
ム
（
共
栄
21
〜
１
・
☎
373

〜
８
８
８
０
）

▼
北
広
島
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会
〝
子
育

て
講
演
会
「
思
春
期
の
子
ど
も
に
寄
り

添
う
た
め
に
」
〞

日
時　

８
月
31
日
㈯　

午
後
２
時
〜
４
時

講
師　

育
児
教
室
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

藤
田
春
義
さ
ん

定
員　

30
人

参
加
料　

３
０
０
円
（
茶
菓
子
代
）

会
場
・
申
込
み　

北
広
島
福
音
キ
リ
ス

ト
教
会
（
泉
町
１
丁
目
２
〜
３
、
☎
・

FAX

 

372
〜
１
０
３
１
）

▼
Ｌル

ー

プ

Ｏ
Ｏ
Ｐ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

10
月
５
日
㈯　

午
前
９
時
〜
正
午

会
場　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

＊
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
１
区

画
約
２
ｍ
×
２
ｍ（
１
組
２
区
画
ま
で
）

で
、
１
区
画
当
た
り
通
信
料
２
０
０
円

が
掛
か
り
ま
す
。先
着
約
40
区
画
で
す
。

問
合
せ　

山や
ま
だ田
（
☎
090
〜
２
８
７
６
〜

３
３
７
０
）

▼
北
広
島
水
泳
協
会
〝
第
29
回
市
民
水

泳
大
会
〞

日
時　

８
月
25
日
㈰　

午
前
11
時
40
分

〜
午
後
３
時

会
場　

白
樺
プ
ー
ル

参
加
料　

１
種
目
＝
５
０
０
円
、
リ
レ

ー
＝
１
チ
ー
ム
１
５
０
０
円
（
１
人
３

種
目
ま
で
。
リ
レ
ー
は
除
く
）

＊
詳
し
く
は
、
各
住
民
プ
ー
ル
に
あ
る

大
会
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

８
月
15
日
ま
で
に
所
定
の
申

込
用
紙
に
記
入
し
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス

で
岡お

か

喜
美
江
（
〒
061
〜
１
１
４
８
山
手

町
３
丁
目
４
〜
５
、
☎
・
FAX

 

372
〜
３
４

２
４
）

　
▼
将
棋
フ
レ
ン
ズ
北
広　

　

将
棋
で
頭
脳
を
活
性
化
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

初
心
者
、
初
級
者

日
時　

毎
週
木
・
日
曜　

午
後
１
時
〜

４
時

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

会
費　

月
額
５
０
０
円

問
合
せ　

田た
ざ
わ澤

（
☎
090
〜
５
２
２
７
〜

９
１
９
８
）

▼
リ
ラ
の
会
サ
ー
ク
ル　

　

マ
ー
ジ
ャ
ン
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

女
性

日
時　

毎
週
月
曜　

午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

北
広
島
団
地
第
２
住
区
集
会
所

（
青
葉
町
３
丁
目
11
〜
１
）

会
費　

月
額
４
０
０
円

＊
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

細ほ
そ
か
わ川

（
☎
373
〜
０
７
５
３
）

▼
第
６
回「
手
づ
く
り
野
菜
の
収
穫
祭
」

個
人
出
店
者　

　

北
広
島
団
地
活
性
化
計
画
に
基
づ
き
、

無
農
薬
野
菜
を
全
て
１
０
０
円
で
販
売

し
ま
す
。

年
額
３
６
０
０
円
、
入
会
金
は
１
０
０

０
円
で
す
。

申
込
み　

９
月
15
日
ま
で
に
郵
送
か
フ

ァ
ク
ス
、電
子
メ
ー
ル
で
中な

か
も
と本
俊
生（
〒

061
〜
１
１
４
５
泉
町
３
丁
目
３
〜
４
、

☎
・
FAX

 

370
〜
２
１
６
２
、
電
子
メ
ー
ル

tosibo@
m
uh.biglobe.ne.jp

）

◆
「
ふ
れ
あ
い
通
信
」
は
サ
ー
ク
ル
の

会
員
募
集
や
行
事
を
市
民
に
お
知
ら
せ

す
る
通
信
欄
で
す
。
一
部
の
特
定
の
方

や
会
員
の
掲
示
板
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
営
利
や
政
治
、
布
教
を
目
的
と

す
る
活
動
な
ど
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

◆
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
は
６
カ
月
に

一
度
の
掲
載
に
限
り
ま
す
。

◆
広
報
原
稿
は
直
接
か
FAX

　

372
〜
０
８
４

０
（
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
）
、
電
子

メ
ー
ルkoho@city.kitahiroshim

a.ho
kkaido.jp

で
情
報
推
進
課
へ
。
原
稿
の

文
章
は
、
で
き
る
限
り
短
く
し
て
く
だ

さ
い
。
１
団
体
最
大
２
４
０
字
（
団
体

名
・
事
業
名
を
含
み
15
文
字
×
16
行
）

で
す
。
最
大
文
字
数
の
範
囲
内
で
も
、

省
略
や
表
現
の
変
更
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◆
原
稿
を
提
出
す
る
際
は
、
日
時
や
電

話
番
号
な
ど
を
、
も
う
一
度
確
か
め
て

く
だ
さ
い
。

◆
「
参
加
し
ま
せ
ん
か
」
に
掲
載
す
る

行
事
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
原
則

掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な
い
場

合
は
事
前
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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7
月
中
旬
の
朝
。
西
の
里
に

あ
る
市
民
農
園
フ
ァ
ミ
リ
ー
ガ

ー
デ
ン
に
、
農
作
業
を
行
う
人

が
次
々
と
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　
照
り
つ
け
る
日
差
し
の
中
、

汗
を
流
し
な
が
ら
水
や
り
や
草

取
り
に
精
を
出
し
ま
す
。
畑
に

は
、
丹
精
込
め
て
作
っ
た
野
菜

が
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
ま
し
た
。

　
作
業
を
し
て
い
た
男
性
は
、

つ
や
の
あ
る
紫
色
の
ナ
ス
を
見

て
大
満
足
。
こ
れ
か
ら
収
穫
し

た
野
菜
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み

で
す
ね
。

今
月
の
表
紙

広報 北広島－2013.8.1 ㉖

ねり、水が出ると「きゃー」と歓声が上がります。ホ
ースには途中に穴が開いたものなど何種類かあります。
あちこちから噴き出す水に園児たちは「気持ちいい～！」
と大はしゃぎ。
　吉田園長は「夏は水遊びで、伸び伸び遊ばせてあげ
たいです」と話してくれました。
　みんな元気に夏を乗り切ろうね。

さんです。「年に１回、この時期に移動採血車が来て
くれるので季節行事です」と慣れた様子の男性。「お
役に立ててうれしい！」と女性も笑顔で話してくれま
した。企業に協力を呼び掛けるなど、献血しやすい環
境づくりが大切ですね。
　40代までの献血協力者が減少しているそうです。皆
さんも待っている方のために、ご協力をお願いします。

合を見に行って
います。今日は
またとない機会
で、うれしかっ
たです。これか
らも応援します」
と、にっこりし
ていました。

　７月12日、輪
厚のよつ葉乳業
㈱中央研究所に、
移動採血車ひま
わり号がやって
来ました。
　献血に協力し
たのは社員の皆

　７月21日、北広島市民吹奏楽団が、設立25周年を記
念した演奏会を芸術文化ホールで開きました。同楽団
常任指揮者の南俊明さんが作曲したマーチ「エルフィ
ンロード」などを演奏しました。後半は「ハリーポッ
ター交響組曲」などなじみのある曲を披露。人気アイ
ドルグループのメドレーが流れると、観客から自然に
手拍子が湧き起こり、会場が一体感に包まれます。

　事務局の碓井
由美さんは「次
回は５年後。30
周年記念演奏会
も、多くの人に
来てほしいです」
と話します。待
ち遠しいですね。

　北海道日本ハムファイターズが、道内の市町村応援
企画を実施しています。７月８日には、球団マスコッ
トのＢ・Ｂが北広島を訪れ、エルフィンパークで市民
と交流しました。会場では多くのファンが、サインを
書いてもらったり、記念撮影をしたり。
　３人の子どもたちと来場した大曲の山希さんは「フ
ァイターズの大ファンで、よく子どもたちと一緒に試

　７月11日、大
曲大谷幼稚園で
水遊びが行われ
ました。
　広い園庭は一
面の芝生で、転
んでも大丈夫！
先生が蛇口をひ

北海道日本ハムファイターズ北海道市町村応援企画

移動採血車ひまわり号 北広島市民吹奏楽団第15回演奏会

大曲大谷幼稚園・水遊び


